
中学部２年（Ⅱ課程Ａグループ）　国語科　年間指導計画

担当者名

担当者２名

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

22

(知及技）
言葉には，意味による語句のまとまりがあ
ることに気付くことができる。アー（エ）
(思判表力)
身近で経験したことについて，写真などを
手がかりにして，伝えたいことを思い浮か
べたり，選んだりすることができる。
（ア）
(学･人)
言葉を通じて積極的に人と関わったり、思
いや考えをもったりしながら、言葉がもつ
よさを感じようとしているとともに、図書
に親しみ、思いや考えを伝えたり受け止め
ることができる。（小学部３段階）

(知・技）
言葉を繰り返したり、重ねたりすること
で、語句を意味のまとまりとして捉えてい
る。
(思･判･表)
難解語句については、写真やイラスト等を
手がかりに相手がどのようなことを伝えた
いのかを考え、意味を理解している。
(主学)
擬態語・擬音語を自分で例文を考え、使用
している。

①文法
・擬音語、擬態語 ①１つの言葉の意味では難しいこ

とがわかる。
②言葉を重ねることで擬音語擬態
語になることを理解する。
③実際に擬音語・五対五の例文を
作り、使用して楽しむことができ
る。

15

（知及技）
身近な人との会話や読み聞かせを通して，
言葉には物事の内容を表す働きがあること
に気付くことができる。アｰ（ア）
(思判表力)
日常生活でよく使われている表示などの特
徴に気付き，読もうとしたり，表された意
味に応じた行動をしたりすること。（ウ）
(学･人)
言葉を通じて積極的に人と関わったり、思
いや考えをもったりしながら、言葉がもつ
よさを感じようとしているとともに、図書
に親しみ、思いや考えを伝えたり受け止め
ることができる。（小学部３段階）

(知・技）
絵本の登場人物には、それぞれの言い回し
があって、その内容には、様々な意味があ
ることを理解している。
(思･判･表)
台詞や言い回しによって、日常使う言葉も
使用されていることから、物語を親身に捉
えている。
(主学)
絵本を読んで、感じたことや考えたことに
ついて自分の感想を持ち、表現等を理解す
ることで、より絵本に親しんでいる。

②絵本の読み取り ①絵本の中の言葉に気をつけなが
ら、解らない言葉は例文等を使っ
て、理解を深める。
②絵本に使われた表現を楽しむよ
うにする。
③感じたことや面白かったこと等
の感想を発表することができる。

5

(知及技)
普段の言葉との違いに気を付けて、丁寧な
言葉を使うことができる。アー(カ)
(思判表力)文の構成、語句の使い方に気を
付けて書くことができる。Ｂ－ウ
(学･人)
言葉を通じて積極的に人と関わったり、思
いや考えをもったりしながら、言葉がもつ
よさを感じようとしているとともに、図書
に親しみ、思いや考えを伝えたり受け止め
ることができる。（小学部３段階）

（知・技)
言葉遣いに気を付けて、暑中見舞いを書い
ている。
(思･判･表)
自分の伝えたいことを、どのような語句を
使い、どのような構成で書けば良いのかを
考えて書いている。
(主学)
相手の近況を考えながら、暑中見舞いを書
いている。

③暑中見舞い ①葉書、暑中見舞いの書き方
②身近な人や日頃お世話になって
いる人へ暑中見舞いを書く。

44

(知及技）
身近な人との会話を通して，物の名前や動
作など，いろいろな言葉の種類に触れるこ
とができる。アー（エ）
(思判表力)
身近で経験したことについて，写真などを
手がかりにして，伝えたいことを思い浮か
べたり，選んだりすることができる。
（ア）
(学･人)
言葉を通じて積極的に人と関わったり、思
いや考えをもったりしながら、言葉がもつ
よさを感じようとしているとともに、図書
に親しみ、思いや考えを伝えたり受け止め
ることができる。（小学部３段階）

(知・技）
会話の前後で、前文の内容を深めたり、そ
の言葉を指示語に置き換えている。
(思･判･表)
写真やイラストを見ながら、実際に指示語
を使って相手に伝えている。
(主学)
指示語を使った文章を作成し、発表し合う
ことで、指示語の理解を深めている。

④文法
・指示語

①簡単な文章を読んで、同じ言葉
を使わずとも、指示語で代替でき
ることに気づく。
②実際に指示語を使って文章を考
え、発表する。

令和７年度

単位数
／配当時数

112

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
日常生活に必要な国語の知識や技能を身に付けているとともに、我が国の言語文化に触れ，親しんだり理解したりできる。（小学部３段階）
(思判表力)
「聞くこと・話すこと」、「書くこと」、「読むこと」の各領域において、出来事の順序を思い出す力や感じたり想像したりする力を養い、日常
生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えをもつことができる。（小学部３段階）
(学･人)
言葉を通じて積極的に人と関わったり、思いや考えをもったりしながら、言葉がもつよさを感じようとしているとともに、図書に親しみ、思いや
考えを伝えたり受け止めることができる。（小学部３段階）

1
学
期

２
学
期

「こくご☆☆☆」等

教科書／副教材等



5

(知及技)
姿勢や筆記具の持ち方を正しくし、文字の
形に注意しながら、丁寧に書くことができ
るようにする。ウ－(ウ)㋐
(思判表力)
見聞きしたことや経験したこと、自分の意
見などについて、内容の大体が伝わるよう
に伝える順序等を考えることができるよう
にする。Ａ－ウ
(学･人)
言葉を通じて積極的に人と関わったり、思
いや考えをもったりしながら、言葉がもつ
よさを感じようとしているとともに、図書
に親しみ、思いや考えを伝えたり受け止め
ることができる。（小学部３段階）

（知・技)
気持ちを込めて時候の挨拶や感謝の気持ち
を丁寧に書いてる。
(思･判･表)
年末年始の出来事をまとめ、話したり、書
いたりしている。
(主学)
相手がもらったらうれしい年賀状につい
て、考えながら書いている。

⑤年賀状 ①葉書、年賀状の書き方の復習。
②身近な人や日頃お世話になって
いる人へ年賀状を書く。

16

(知及技）
文の中における主語と述語との関係で意味
が変わることを知ることができる。アー
（ア）
(思判表力)
身近で経験したことについて，写真などを
手がかりにして，伝えたいことを思い浮か
べたり，選んだりすることができる。
（ア）
(学･人)
言葉を通じて積極的に人と関わったり、思
いや考えをもったりしながら、言葉がもつ
よさを感じようとしているとともに、図書
に親しみ、思いや考えを伝えたり受け止め
ることができる。（小学部３段階）

(知・技）
文章の中で、「誰が」は、主語、「どうし
た」は、述語ということが解っている。
(思･判･表)
イラストや写真から、「誰が」「どうし
た」という文章を提示し、実際にどのよう
なことをしたのかを理解している。
(主学)
主語、述語を意識しながら、文章を作成し
ている。

⑥文法
・主語・述語

①「主語」「述語」について理解
する。
②文章中の「主語」「述語」がど
れかが解る。
③短文を使って「主語」「述語」
について理解する。

5

(知及技）
挨拶状などに書かれた語句や文を読んだり
書いたりし，季節に応じた表現があること
を知ること。アー（イ）
(思判表力)
相手に伝わるように事柄の順序に沿って簡
単な構成を考えること。Ｂ
(学･人)
言葉を通じて積極的に人と関わったり、思
いや考えをもったりしながら、言葉がもつ
よさを感じようとしているとともに、図書
に親しみ、思いや考えを伝えたり受け止め
ることができる。（小学部３段階）

（知・技）
お世話になった先生に、お礼の言葉を考え
て、手紙にしたためている。
(思･判･表)
感謝の気持ちがより伝わるための文章の構
成を考えている。
(主学)
気持ちを込めて丁寧に手紙を書いている。

⑦お礼の手紙  ①どの先生にお世話になったの
か
を考える。
②お世話になったことや感謝した
いことを考え、どのように表現及
び構成するか考える。
③感謝の言葉を添えて、尾鷲に
なった先生に渡す。

留意点
引継ぎ等

２
学
期

３
学
期



中学部　２年（Ⅱ課程A グループ）　数学科　年間指導計画

担当者名

担当者２名

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

20

【A数と計算】
(知及技）
・1000までの数をいくつかの同じまとまりに分割した
うえで数えたり、分類して数えたりすることが分か
る。･･･A数と計算ア（ア）㋐
・３位数の表し方について理解することができる。･･･
A数と計算ア（ア）㋑
(思判表力)
数のまとまりに着目し、考察する範囲を広げながら数
の大きさの比べ方や数え方を考え、日常生活で生かす
ことができる。･･･A数と計算ア（イ）㋐
(学･人)
数量に進んで関わり、数学的に表現・処理するととも
に、数学で学んだことのよさに気付き、そのことを生
活や学習に活用することができる。･･･中１段階

(知・技）
・1000までの具体物を100ずつまとめて
数えることができている。
・一の位、十の位、百の位を理解して
３桁の数字を読むことができている。
(思･判･表)
100のまとまり、10のまとまりに着目
し、数の大きさを比べたり数え方を考
えたりしながら３桁の数を書き表すこ
とができている。
(主学)
具体物を自ら操作してまとまりを作っ
たり、学習活動に進んで参加すしよう
としている。
【評価資料】活動の様子を観察やプリ
ントで評価する。

単元１「大きな数
を数えよう」

・数タイル、100玉そろばんな
ど半具体物を10、100のまとま
りで数え、十進法に従った数を
表す。まとまりで数えたものを
位取り表（ラミネート）を使っ
て数字で書き表す。
・フラッシュ教材を活用し、３
桁の数字を読む。
・スーパーのチラシなどを使
い、商品の値段を読む。

20

【A数と計算】
(知及技）
・２位数の加法及び減法について理解し、その計算が
できること、またそれらの筆算の仕方について知るこ
とができる。…A数と計算イ（ア）㋐
・簡単な場合について３位数の加法及び減法の計算の
仕方を知ることができる。･･･A数と計算イ（ア）㋑
(思判表力)
数量の関係に着目し、数を適用する範囲を広げ、計算
に関して成り立つ性質や計算の仕方を見いだすととも
に、日常生活で生かすことができる。･･･ A数と計算イ
（イ）㋐
(学･人)
数量に進んで関わり、数学的に表現・処理するととも
に、数学で学んだことのよさに気付き、そのことを生
活や学習に活用することができる。･･･中１段階

(知・技）
・２桁の足し算または引き算の筆算が
できている。
・３桁の足し算または引き算で、同じ
位の数字どうしを計算することができ
ている。
(思･判･表)
買い物をする時の合計やおつりの金額
を出すために、足し算をするか引き算
をするかが分かり、式を立てることが
できている。
(主学)
買い物をする際に、進んで商品を選ん
だり、支払いをしようとしている。

【評価資料】活動の様子を観察やプリ
ントで評価する。

単元２「お小遣い
の予算を立てよ
う！ 」

・お小遣いの使い道を考え、筆
算したり計算機で確認したりす
る。買い物予定表に買いたいも
のを計画し、式に表す練習をす
る。模擬買い物学習を行う。

20

【B図形】
(知及技）
・直線について知ることができる。･･･B図形ア（ア）
㋐
・三角形や四角形について知ることができる。･･･B図
形ア（ア）㋑
・正方形、長方形及び直角三角形について知ることが
できる。･･･B図形ア（ア）㋒
(思判表力)
図形を構成する要素に着目し、構成の仕方を考えると
ともに、図形の性質を見いだし、身の回りのものの形
を図形として捉えることができる。･･･B図形ア（イ）
㋐
(学･人)
数量に進んで関わり、数学的に表現・処理するととも
に、数学で学んだことのよさに気付き、そのことを生
活や学習に活用しようとする。･･･中１段階

(知・技）
正方形、長方形、直角三角形の特徴
（辺と頂点、直角）を理解している。
(思･判･表)
正方形、長方形、直角三角形の違いや
共通点に気づき、表現することができ
ている。
(主学)
自ら図形カードに触れたり形を組み合
わせようとしている。
【評価資料】活動の様子を観察やプリ
ントで評価する。

単元３「同じ形に
分けよう」

辺や頂点の数、直角の場所を調
べる。直角三角形を二つ組み合
わせて形をつくるゲームをす
る。箱の分解・組み立て・作図
を行う。

令和　７年度

単位数
／配当時数

112

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解し、事象を数理的に処理する技能を身に付けることができるようにす
る。
　
(思判表力)日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力数学的な表現を用いて事象を簡潔に表現する力を養うことができるよう
にする。
　
(学･人)数学的活動の楽しさに気付き、学習を振り返りよりよく問題を解決しようとする態度、学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を
養うことができる。

1
学
期

２
学
期

「さんすう☆☆☆」等

教科書／副教材等



20

【C測定】
(知及技）
・目盛りの原点を対象の端に当てて測定することがで
きる。･･･C測定ア（ア）㋐
・長さの単位〔ミリメートル（ｍｍ），センチメート
ル（ｃｍ），メートル（ｍ），キロメートル（ｋ
ｍ）〕について知り、測定の意味を理解することがで
きるようにする。･･････C測定ア（ア）㋑
・かさの単位〔ミリリットル（ｍｌ）、デシリットル
（ｄｌ）、リットル（ｌ）〕について知り、測定の意
味を理解することができるようにする。･･････C測定ア
（ア）㋒
(思判表力)
　身の回りのものの特徴に着目し、目的に適した単位
で量の大きさを表現したり、比べたりすることができ
るようにする。･･･C測定ア（イ）㋐
(学･人)
数量に進んで関わり、数学的に表現・処理するととも
に、数学で学んだことのよさに気付き、そのことを生
活や学習に活用しようとする態度を養う。･･･中１段階

(知・技）
1000㎖と１ℓが同等であることを理解し
ている。
(思･判･表)
・長さに応じた計測器具を利用して計
測し、正しい単位で表すことができて
いる。
・ペットボトル等で身近なかさの量感
をつかむことができている。
(主学)
目盛りを見て数えようとしたり、進ん
で量を比べようとしている。
【評価資料】活動の様子を観察やプリ
ントで評価する。

単元４「いろいろ
なものを測ろう」
（１）長さを測ろ
う

（２）かさを比べ
よう

（１）定規やipadで測りたいも
のや場所を決め、予測し計測す
る。→「職業」と関連付ける

（２）ペットボトルや牛乳パッ
ク、ヤクルトの容器の身近な飲
み物の量を測ったり比べたりす
る。→「家庭」と関連付ける

16

【C測定】
(知及技）
・時間の単位（秒）について知ることができる。･･･C
測定イ（ア）㋐
・日常生活に必要な時刻や時間を求めることができ
る。･･･C測定イ（ア）㋑
(思判表力)
時間の単位に着目し、簡単な時刻や時間の求め方を日
常生活に生かすことができる。･･･C測定イ（イ）㋐
(学･人)
数量に進んで関わり、数学的に表現・処理するととも
に、数学で学んだことのよさに気付き、そのことを生
活や学習に活用しすることができる。･･･中１段階

(知・技）
・１分＝60秒について理解している。
・○時間後(前)について理解してい
る。
(思･判･表)
アナログ時計の針を見て、作業時間終
了の時刻に気づくことができている。
(主学)
時計に興味を持ち、針の位置や動きを
確認しようとしている。
【評価資料】活動の様子を観察やプリ
ントで評価する。

単元５「 あと何
分？」

アナログ時計で「○分後」の予
定時刻や「○時○分まで」の残
り時間を求める。時計の模型を
用いて長針の動きを観察する。

16

【データの活用】
(知及技）
身の回りにある数量を簡単な表やグラフに表したり、
読み取ったりすることができる。･･･Dデータの活用ア
（ア）㋐
(思判表力)
身の回りの事象に関するデータを整理する観点に着目
し、簡単な表やグラフを用いながら読み取ったり、考
察したりすることができる。･･･Dデータの活用ア
（イ）㋐
(学･人)
数量に進んで関わり、数学的に表現・処理するととも
に、数学で学んだことのよさに気付き、そのことを生
活や学習に活用することができる。･･･中１段階

(知・技）
グラフから情報を読みとろうとした
り、作成することができている。
(思･判･表)
グラフの数値に注目して比較したり、
特徴を読みとることができている。
(主学)
表やグラフの内容が一目で分かるよう
表やグラフの項目を設定しようとして
いる。
【評価資料】活動の様子を観察やプリ
ントで評価する。

単元６「人気メ
ニューを調べよ
う」

給食のリクエスト献立や人気ア
ニメなど、興味関心の高いアン
ケートデータをとり、棒グラフ
を作成する。パソコンソフトを
用いる。

留意点
引継ぎ等

・主に中学部１段階を想定。しかし特定の領域では、小３段階の内容も取り入れる場合も考えられる。
・学習指導要領「数学科」における領域と学期を対応させて作成（１学期：A数と計算　２学期：B図形・C測定　３学期：Dデータの活
用）
・行事や各教科と関連づけて学習内容を設定する。（販売学習・校外学習など）

２
学
期

３
学
期



中学部３年（Ⅱ課程 Aグループ）　外国語科　年間指導計画

担当者名

外国語担当1名

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

令和7年度

単位数
／配当時数

35

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）身近な生活で見聞きする外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむことができる。
　
(思判表力)身近な事柄について、外国語で伝え合う楽しさを知ることができる。
　
(学･人)外国語を通して外国語やその背景にある文化の違いに触れ、コミュニケーションを図ろうとする態度を養うことができる。

1
学
期

２
学
期

３
学
期

・英語歌、iPad、スイッチ教材、大型テレビ等

教科書／副教材等

(知及技）
①英語のあいさつ表現や天気の言い方を
使ってあいさつすることの楽しさを知るこ
とができる。小(1)英語の特徴等に関する事
項ア
②英語での物の数え方の特徴を知り、数の
言い方や、いくつあるかたずねる表現に慣
れ親しむことができる。小(1)英語の特徴等
に関する事項ア
③家族など身の回りの英語に関心を持つこ
とができる。小(1)英語の特徴等に関する事
項ア

(思判表力)
④色の言い方に慣れ親しみ、英語で好きな
色を表現しようとすることができる。小(1)
英語の特徴等に関する事項ア

(学･人)
①②③④相手に関心を示しながらコミュニ
ケーションを図ろうとすることができる。
小(2)自分の気持ちや考えなどを表現した
り、伝えたりする力の素地に関する事項イ

(知及技）
①新年、冬の季節に関する英単語に慣れ親
しむことができる。小(1)英語の特徴等に関
する事項イ(イ)
①顔のパーツ、上下左右の表現を知ること
ができる。小(1)イ英語の特徴等に関する事
項(イ)

(思判表力)
②感謝の気持ちを伝えたり、相手の良いと
ころに気づくことができる。小(2)自分の気
持ちや考えなどを表現したり、伝えたりす
る力の素地に関する事項ア
③1年間で学習した内容を振り返ることがで
きる。小(１)英語の特徴等に関する事項ア
小(2)自分の気持ちや考えなどを表現した
り、伝えたりする力の素地に関する事項イ

(学･人)
①②③相手に関心を示しながらコミュニ
ケーションを図ろうとすることができる。
小(2)自分の気持ちや考えなどを表現した
り、伝えたりする力の素地に関する事項イ

(知・技）
①季節を表す英語を聞いて、教師と一緒に
発音しようとしている。
①顔の部分を表す英語を聞き、教師と一緒
に福笑いを楽しみコミュニケーションを取
ろうとしている。

(思･判･表)
②感謝を表す英語表現を聞き、相手に伝え
ようとしている。
③学習した英語の語句や表現を使って伝え
ようとしている。

(主学)
①②③興味関心を持って取り組もうとして
いる。

①新年を祝おう
・世界の正月＆日本の
正月
・おみくじ
・福笑い

②感謝の気持ちを伝え
る
・バレンタインズデー
③1年間のまとめ

①新年のあいさつ、外国の新年、
干支(Zodiac animals)、おみくじ
①福笑い

②感謝の表現(Thank you card)、
バレンタインズデー
③既習語句や表現の振り返り

12

(知・技）
①英語のあいさつや天気の表現が分かり、
表現しようとしている。
②英語の数え方と日本語との違いに気付
き、表現しようとしている。
③自分の家族メンバーを英語で表現しよう
としている。

(思･判･表)
④好きな色を選び英語で表現しようとして
いる。

(主学)
①②③④興味関心を持って取り組もうとし
ている。

①あいさつ・天気
②数
③家族

④色

①自己紹介、はじめのあいさつ、
天気
②1～10、20～31
②How many ～？
③家族メンバーの名称
③家族紹介

④色
・I like～./I don't like ～.

15

(知及技）
①形の言い方に慣れ親しみ、聞いて表現し
ようとすることができる。小(1)英語の特徴
等に関する事項ア

(思判表力)
②外国の季節の行事について知り、文化や
風習に触れることができる。小(1)英語の特
徴等に関する事項イ(イ)
③食べものに関する語句を知り、英語表現
を使って好きな食べものや食べたいものを
伝えようとすることができる。小(2)自分の
気持ちや考えなどを表現したり、伝えたり
する力の素地に関する事項イ
④基本的な英語での手紙の書き方に触れる
ことができる。小(2)自分の気持ちや考えな
どを表現したり、伝えたりする力の素地に
関する事項イ(ア)
④外国の季節の行事について知り、外国の
文化･風習に触れることができる。小(1)英
語の特徴等に関する事項イ(イ)

(学･人)
①②③④相手に関心を示しながらコミュニ
ケーションを図ろうとすることができる。
小(2)自分の気持ちや考えなどを表現した
り、伝えたりする力の素地に関する事項イ

(知・技）
①物の形の英語を聞いて、教師と一緒に発
音しようとしている。

(思･判･表)
②外国の文化に触れたり、コミュニケー
ションを取ろうとしている。
③自分の好きな食べ物や食べたいものを英
語で表現しようとしたり、友達に伝えよう
としている。
④簡単な英語の手紙の書き方やカード作り
を通して外国の文化に触れ、自分の気持ち
を表現しようとしている。
④外国の文化に触れ季節の行事の違いに気
付き、楽しく体験しようとしている。

(主学)
①②③④興味関心を持って取り組もうとし
ている。

①形

②ハロウィーン
③食べもの
④ホリデイシーズン

①形の種類

②ハロウィーン
③食べもの
・I want to eat/ drink/ have
～.
・What do you like?
④クリスマスカードづくり
④外国の年末年始の過ごし方

8



留意点
引継ぎ等

３
学
期

(知及技）
①新年、冬の季節に関する英単語に慣れ親
しむことができる。小(1)英語の特徴等に関
する事項イ(イ)
①顔のパーツ、上下左右の表現を知ること
ができる。小(1)イ英語の特徴等に関する事
項(イ)

(思判表力)
②感謝の気持ちを伝えたり、相手の良いと
ころに気づくことができる。小(2)自分の気
持ちや考えなどを表現したり、伝えたりす
る力の素地に関する事項ア
③1年間で学習した内容を振り返ることがで
きる。小(１)英語の特徴等に関する事項ア
小(2)自分の気持ちや考えなどを表現した
り、伝えたりする力の素地に関する事項イ

(学･人)
①②③相手に関心を示しながらコミュニ
ケーションを図ろうとすることができる。
小(2)自分の気持ちや考えなどを表現した
り、伝えたりする力の素地に関する事項イ

(知・技）
①季節を表す英語を聞いて、教師と一緒に
発音しようとしている。
①顔の部分を表す英語を聞き、教師と一緒
に福笑いを楽しみコミュニケーションを取
ろうとしている。

(思･判･表)
②感謝を表す英語表現を聞き、相手に伝え
ようとしている。
③学習した英語の語句や表現を使って伝え
ようとしている。

(主学)
①②③興味関心を持って取り組もうとして
いる。

①新年を祝おう
・世界の正月＆日本の
正月
・おみくじ
・福笑い

②感謝の気持ちを伝え
る
・バレンタインズデー
③1年間のまとめ

①新年のあいさつ、外国の新年、
干支(Zodiac animals)、おみくじ
①福笑い

②感謝の表現(Thank you card)、
バレンタインズデー
③既習語句や表現の振り返り

8



中学部　2年（Ⅱ課程Aグループ）　理科　年間指導計画

担当者名

担当者２名

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

5

(知及技)身近な植物についての理解を図り、観察、
実験などに関する初歩的な技能を身に付けることが
できる。
(思判表力)身近な植物について、疑問をもったこと
について、既習の内容や生活経験を基に予想するこ
とができる。
(学･人)身近な植物について見いだした疑問を進ん
で調べ、生物を愛護する態度や学んだことを日常生
活や社会生活などに生かそうとすることができる。

(知・技)身近な植物を観察し、種類によって葉の
様子が異なることに気付くことができている。
(思･判･表)身近な植物を観察し、比較する中で、
差異点や共通点に気付き、分類することができて
いる。
(主学)身近な植物を観察する活動を通して、自然
に対する関心を深めようとしている。
【評価資料】活動の様子や、発問に対する答えを
記録し評価する。

季節と生物
・植物の分布と季節
・植物の分類

・校内の植物を観察し、葉っぱス
タンプやiPadの写真として記録す
る。
・観察した植物の場所を記した
「いきものマップ」を掲示物とし
て作成する。
・２、３学期など観察時期を変
え、記録や分類したものと比較
し、季節による植物の変化につい
て調べる。

5

(知及技)水の三態や状態変化についての理解を図
り、観察、実験などに関する初歩的な技能を身に付
けることができる。
(思判表力)水の状態について、疑問をもったことに
ついて、既習の内容や生活経験を基に予想すること
ができる。
(学･人)温度変化に対する水の状態変化について見
いだした疑問を進んで調べ、学んだことを日常生活
や社会生活などに生かそうとすることができる。

(知・技)実験を通して水には三つの状態があるこ
とや温度の変化で状態が変化することに気付くこ
とができている。
(思･判･表)状態変化について予想し、実験を通し
て確認することができている。
(主学)水の性質に関心をもち、それらを日常生活
に活かそうとしている。
【評価資料】活動の様子や、発問に対する答えを
記録し評価する。

雨水の行方と地面の様
子
・水の状態変化
・水の循環

・ホットプレートで水を蒸発させ
たり、保冷剤で水蒸気を凝結させ
たりするなど、身近なもので状態
変化の実験を行う。
・海、山、川、太陽の位置関係と
雨の行方を照らし合わせて考え、
水の循環について知る。
・水の循環と状態変化との関係性
を考える。

5

(知及技)空気や水の性質についての理解を図り、観
察、実験などに関する初歩的な技能を身に付けるこ
とができる。
(思判表力)空気や水の性質について、疑問をもった
ことについて、既習の内容や生活経験を基に予想す
ることができる。
(学･人)空気や水の性質について見いだした疑問を
進んで調べ、学んだことを日常生活や社会生活など
に生かそうとすることができる。

(知・技)実験を通して空気に体積があることや空
気に圧力をかけると体積が小さくなることに気付
くことができている。
(思･判･表)見えない空気の存在について予想し、
実験を通して確認することができている。
(主学)空気や水の性質に関心をもち、それらを利
用したものを作ろうとしている。
【評価資料】活動の様子や、発問に対する答えを
記録し評価する。

空気と水の性質
・空気の圧縮
・水の圧縮

・袋や風船を使って、空や水を閉
じ込め、空気や水の性質について
調べる。
・空気のバネのような性質に気付
かせ、簡単な空気鉄砲を制作し、
玉の飛ぶ様子を実験・観察させ
る。
・空気にも重さがあるのか調べ
る。

5

(知・技)日なたと日陰の観察を通して、太陽と日陰
の位置関係や地面の暖かさの違いを理解することが
できる。
(思･判･表)物や色によって太陽の光を受けたときの
暖まり方に違いがあることに疑問をもち、予想を立
てることができる。
(学・人)太陽光のエネルギーを日常生活や社会生活
に活かそうとすることができる。

(知・技)日なたと日陰の観察を通して、太陽と日
陰の位置関係や地面の暖かさの違いを理解するこ
とができている。
(思･判･表)物や色によって太陽の光を受けたとき
の暖まり方に違いがあることに気づき、予想を立
てることができている。
(主学)太陽の光のエネルギーに関心をもち、それ
を調理などの日常生活に活用しようとしている。
【評価資料】活動の様子や、発問に対する答えを
記録し評価する。

太陽と地面の様子
・日なたと日陰
・太陽光と色
・ソーラークッカー

・日なたと日陰を観察し、暖かさ
の違いを肌で感じる。
・太陽光を受けている物に触れ、
暖まり方の違いを感じる。
・虫眼鏡で太陽光を集め、色の違
う画用紙の暖まり方を比べる。
・ソーラークッカーで簡単な調理
を行う。

5

(知・技)風やゴムの力の働きについて気づき、観
察、実験を通して初歩的な知識を技術を身につける
ことができる。
(思･判･表)風やゴムの力の働きの差異点や共通点に
気づき、働きの大きさの違いは何から生じているの
か疑問をもつことができる。
(学・人)風やゴムの力の働きについて進んで調べ、
学んだことを日常生活に活かそうとすることができ
る。

(知・技)風やゴムの力は物を動かすことができる
ことと、大きさを変えると物の動く様子も変わる
ことを理解している。
(思･判･表)風やゴムの力で物が動く様について調
べる中で、物の動く様子の違いは何がもたらして
いるのか疑問にもち、予想を立てることができて
いる。
(主学)風やゴムの力に関心をもち、それを日常生
活に活用しようとしている。
【評価資料】活動の様子や、発問に対する答えを
記録し評価する。

風やゴムの働き
・うちわと扇風機
・ゴムの太さと長さ

・風で動く物をうちわで扇いだ
り、扇風機の風を当てたりして、
物の動く様子を観察する。
・ゴムの太さや長さ、本数を変
え、元に戻ろうとする力の違いを
観察する。
・風やゴムの力を利用して、物を
動かす距離を競い合う。

5

(知・技)磁石に引きつけられる物とそうでない物が
あること、磁石同士は極によって引きつけられたり
反発し合ったりすることを理解することができる。
(思･判･表)磁石に対する物の様子の違いに着目し、
それらの共通点や差異点は何か疑問にもち、予想を
立てることができる。
(学・人)磁石の性質について進んで調べ、学んだこ
とを日常生活に活かそうとすることができる。

(知・技)磁石には物を引きつける力があること、
引きつけられる物とそうでない物があることを理
解している。
(思･判･表)磁石に引きつけられる物の共通点は何
か疑問にもち、予想を立てることができている。
(主学)磁石の性質に関心をもち、その性質を日常
生活に活用しようとしている。
【評価資料】活動の様子や、発問に対する答えを
記録し評価する。

磁石の性質
・磁石とは
・磁石に引きつけられ
る物、そうでない物

・磁石を実際に扱いながら、その
性質を学習する。
・磁石を用いて、身のまわりの物
を引きつけられる物、そうでない
物に分類する。
・磁石に引きつけられる物の共通
点を材質について学習する。

5

(知・技)電気には通り道があり、その通り道にはき
まりがあることを理解することができる。
(思･判･表)電気の通す物、通さない物に着目し、そ
れらの共通点や差異点は何か疑問にもち、予想を立
てることができる。
(学・人)電気の通り道について進んで調べ、学んだ
ことを日常生活に活かそうとすることができる。

(知・技)電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ
方、電気を通す物とそうでない物があることを理
解している。
(思･判･表)電気を通す物とそうでない物の共通点
は何か疑問にもち、予想を立てることができてい
る。
(主学)電気の流れに関心をもち、安全な日常生活
を送る知識として活かそうしている。
【評価資料】活動の様子や、発問に対する答えを
記録し評価する。

電気の通り道
・電気回路のきまり
・電気を通す物、通さ
ない物
・手回し発電機

・乾電池と豆電球を回路でつな
ぎ、電気を通す実験を行う。
・身のまわりの様々な物質が電気
を通すか通さないか確かめる。
・手回し発電機で電気をつくり出
す。

留意点
引継ぎ等

令和　7　年度

単位数
／配当時数

42

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標
（知及技）自然の事物・現象についての基礎を理解を図り、観察、実験などに関する初歩的な技能を身に付けるようにする。
（思判表力）観察、実験などを行い、疑問をもつ力と予想や仮説を立てる力を養う。
（学・人）自然を愛する心情を養うとともに、学んだことを主体的に日常生活や社会生活などに生かそうとする態度を養う。

２
学
期

３
学
期

なし

教科書／副教材等

1
学
期



中学部　２年（Ⅱ課程Aグループ）　社会科　年間指導計画

担当者名

担当者２名

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

7

(知及技）
身近な地域や自分たちの市の様子を知るこ
とができる。
(思判表力)
都道府県内おける市の地形、土地利用など
に「着目して、場所の違いを考え、表現す
ることができる。
(学･人)
身近な地域の様子に関心をもち、地域社会
の中で生活することの大切さについて学ん
だことを活かそうとすることができる。

(知・技）
身近な地域や自分たちの市の様子を知ろう
としている。
(思･判･表)
都道府県内おける市の地形、土地利用など
に着目して、場所の違いを考え、表現しよ
うとしている。
(主学)
身近な地域の様子に関心をもち、地域社会
の中で生活することの大切さについて学ん
だことを活かそうとしている。

我が国の地理や歴史
私たちの住んでいる町
はどのような様子なの
だろう？

身近な地域や市町村
学校の周りの道路の広さ、建物の
様子を調べ、簡単な地図にまとめ
る。

平和学習について
地域行事について

8

(知及技）
生産の仕事は、地域の人々の生活と密接な
関わりをもって行われていることを知るこ
とができる。
(思判表力)
仕事の種類や工程などに着目して、生産に
携わっている人々の仕事の様子を捉え、地
域の人々の生活との関連を考え、表現する
ことができる。
(学･人)
生産に関する仕事と自分たちの生活との関
わりの大切さについて自覚を養うことがで
きる。

(知・技）
生産の仕事は、地域の人々の生活と密接な
関わりをもって行われていることを知ろう
としている。
(思･判･表)
仕事の種類や工程などに着目して、生産に
携わっている人々の仕事の様子を捉え、地
域の人々の生活との関連を考え、表現しよ
うとしている。
(主学)
生産に関する仕事と自分たちの生活との関
わりの大切さについて学び活かそうとする
ことができる。

産業と生活
スーパーやの人はどん
な工夫をしているのだ
ろう？

近隣の小売業店やスーパーなどで
働く人の様子についてビデオを見
て調べる。

6

(知及技）
身近な公共施設や公共物の役割を知ること
ができる。
(思判表力)
公共施設や公共物について調べ、それらの
役割を考え、表現することができる。
(学･人)
身近な公共施設や制度の活用を学び、それ
らの役割を活かそうとすることができる。

(知・技）
身近な公共施設や公共物の役割を知ろうと
している。
(思･判･表)
公共施設や公共物について調べ、それらの
役割を考え、表現しようとしている。
(主学)
身近な公共施設や制度の活動を学び、それ
らの役割を活かそうとしている。

公共施設と制度
学校の公共物について
地域の公共施設につい
て

身近な公共施設
公共施設を地図で探す

6

(知及技）
外国の人々の生活の様子を大まかに知るこ
とができる。
(思判表力)
そこに暮らす人々の生活などに着目して、
日本との違いを考え、表現することができ
る。
(学･人)
外国の文化や生活に関心をもち、外国の文
化を尊重する態度を養うことができる。

(知・技）
外国の人々の生活の様子を大まかに知ろう
としている。
(思･判･表)
そこに暮らす人々の生活などに着目して、
日本との違いを考え、表現しようとしてい
る。
(主学)
外国の文化や生活に関心をもち、外国の文
化を尊重し学んだことを活かそうとしてい
る。

外国の様子
外国と日本、比べてみ
よう、同じこと、違う
こと

世界の国々に暮らす人々の生活の
特徴や日本との違い
世界で何が起きているのかを調べ
る。
外国の衣服、料理、食事習慣、子
どもの遊び、行事等についてイン
ターネットやビデオ等で調べる。
年中行事について

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや役割、地域や我が国の歴史や伝統と文化及び外国の様子について、具体的な活動や体験を通
して理解するとともに、経験したことと関連付けて、調べまとめる技能に付けるようにする。
(思判表力)
社会的事象について、自分の生活と結び付けて具体的に考え、社会との関わりの中で、選択・判断したことを適切に表現する力を養う。
(学･人)
社会に主体的に関わろうとする態度を養い、地域社会の一員として人々と共に生きていくことの大切さについて自覚を養う。

1
学
期

7

(知及技）
学級や学校の中で、自分の意見を述べたり
相手の意見を聞いたりするなど、集団生活
の中での役割を果たすための知識や技能を
身に付けることができる。
(思判表力)
集団生活の中で何が必要かに気づき、自分
の役割を考え、表現することができる。
(学･人)
身近な集団や社会に関わろうとする意欲を
もち、地域社会の中で生活することの大切
さを活かそうとすることができる。

(知・技）
学級や学校の中で、自分の意見を述べたり
相手の意見を聞いたりするなど、集団生活
の中での役割を果たすための知識や技能を
身に付けようとしている。
(思･判･表)
集団生活の中で何が必要かに気づき、自分
の役割を考え、表現しようとしている。
(主学)
身近な集団や社会に関わろうとする意欲を
もち、地域社会の中で生活することの大切
さを活かそうとしている。

社会参加ときまり
集団参加のためのルー
ルを考えよう

道路の標識を調べよう

自己紹介
身近な家庭、学校、地域社会
集団参加のためのルール

令和　７年度

単位数
／配当時数 教科書／副教材等

42 なし

(知及技）
地域の安全を守るため、関係機関が地域の
人々と協力していることを知ることができ
る。
(思判表力)
地域における災害や事故に対する施設・設
備などの配置、緊急時への備えや対応など
に着目して、関係機関や地域の人々の諸活
動を捉え、そこに関わる人々の働きを考
え、表現することができる。
(学･人)
地域の安全に関わろうとする意欲をもち、
地域の安全を守ることの大切さを学び活か
そうとする。

(知・技）
地域の安全を守るため、関係機関が地域の
人々と協力していることを知ろうとしてい
る。
(思･判･表)
地域における災害や事故に対する施設・設
備などの配置、緊急時への備えや対応など
に着目して、関係機関や地域の人々の諸活
動を捉え、そこに関わる人々の働きを考
え、表現しようとしている。
(主学)
地域の安全に関わろうとする意欲をもち、
地域の安全を守ることの大切さを学び活か
そうとしている。

地域の安全
火事から守っているの
は誰？
犯罪から守っているの
は誰？
災害から守っているの
は誰？

消防署や消防士の仕事についてイ
ンターネットやビデオ等で調べ
る。
警察署と警察の仕事についてイン
ターネットやビデオ等で調べる。
災害時のそれぞれの役割について
インターネットやビデオ等で調べ
る。

8

３
学
期



中学部　２年（Ⅱ課程Aグループ）　音楽科　年間指導計画

担当者名

音楽担当者２名

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

8

（知及技）範唱を聴いて歌ったり手話を模倣したり歌

詞を見て歌うことができる。（中１段階）

（思判表力）曲名や曲の雰囲気と音楽の構造との関わ

りに気付くことができる。（中１段階）

（学・人）自然な発声でのびのびと歌う喜びを味わう

ことができる。（中１段階）

（知及技）範唱を聴いて歌ったり手話を模倣したり

歌詞を見て歌っている。

（思判表力）曲名や曲の雰囲気と音楽の構造との関

わりに気付いている。

（学・人）自然な発声でのびのびと歌う喜びを味わ

おうとしている。

・みんなで歌おう ・教師の模倣をしながら手話を交え、伸

びやかな声で歌う喜びを表現する。

【歌唱】「校歌」「ビリーブ」

「春の小川」

「さくらさくら」「茶つみ」

手話ソング「にじ」

4

(知及技)平和への思いを持ち、歌詞を見ながら曲の雰

囲気にあった声量を考えて表現することができる。

（中１段階）

（思判表力）曲想に親しみ、曲の雰囲気や歌詞の内容

を理解しながら思いを込めて歌うことができる。（中

１段階）

（学・人）平和に関する音楽を鑑賞し平和について考

えることができる。（中１段階）

(知及技)平和への思いを持ち、歌詞を見ながら曲の

雰囲気にあった声量を考えて表現している。

（思判表力）曲想に親しみ、曲の雰囲気や歌詞の内

容を理解しながら思いを込めて歌っている。

（学・人）平和に関する音楽を鑑賞し平和について

考えようとしている。

・平和学習のうた ・平和について考える機会とし、歌詞に

込められた思いを感じ取りながら歌う。

【歌唱】【鑑賞】「月桃」「いのちのリ

レー」「さとうきび畑」

12

（知及技）音符や休符について学習し、それを用いて

リズムを表現できる。（中１段階）

（思・判・表）曲の雰囲気に合ったリズムやテンポで

身体表現できる。（中１段階）

（学・人）教師や友達と一緒にリズム奏を楽しむこと

ができる。（中１段階）

（知及技）音符や休符について学習し、それを用い

てリズムを表現している。

（思・判・表）曲の雰囲気に合ったリズムやテンポ

で身体表現している。

（学・人）教師や友達と一緒にリズム奏を楽しもう

としている。

・リズムに合わせて表現し

よう

・簡易打楽器等で音楽に合わせて色々な

パターンのリズム打ちを楽しみながら、

音符や音価についての簡単な学習を行

う。

【音楽づくり】

「音ぷや休ふのきまり」

【身体表現】「手びょうしリレー」「お

お牧場はみどり」「ウンパッパ」「セブ

ンステップス」

7

（知及技）範唱を聴いて歌ったり手話を模倣したり歌

詞を見て歌うことができる。（中１段階）

（思判表力）曲名や曲の雰囲気と音楽の構造との関わ

りに気付くことができる。（中１段階）

（学・人）自然な発声でのびのびと歌う喜びを味わう

ことができる。（中１段階）

（知及技）範唱を聴いて歌ったり手話を模倣したり

歌詞を見て歌っている。

（思判表力）曲名や曲の雰囲気と音楽の構造との関

わりに気付いている。

（学・人）自然な発声でのびのびと歌う喜びを味わ

おうとしている。

・歌い方を工夫しよう ・歌詞の内容を理解し、姿勢に気をつけ

ながら表情豊かに歌う。

【歌唱】

「声の出し方」

「夏の思い出」「もみじ」「若者たち」

「上を向いて歩こう」「少年時代」

6

（知及技）曲の雰囲気や歌詞の表す内容について気付

くことができる。（中１段階）

（思・判・表）曲や物語のイメージに合う表現を工夫

することができる。（中１段階）

（学・人）曲を鑑賞して自分なりの感想を発表するこ

とができる。（中１段階）

（知及技）曲の雰囲気や歌詞の表す内容について気

付いている。

（思・判・表）曲や物語のイメージに合う表現を工

夫している。

（学・人）曲を鑑賞して自分なりの感想を発表しよ

うとしている。

・物語と音楽を楽しもう ・曲の雰囲気や歌詞の内容に木をつけな

がら鑑賞する。

【鑑賞】

「サウンド・オブ・ミュージック」オペ

ラ「まてき」

12

(知及技）郷土（沖縄）の音楽や楽器（三線）につい

ての基礎的な知識や奏法を身に付けることができる。

（中１段階）

（思判表力）郷土（音楽）の特徴的な音色やリズムを

味わい表現することができる。（中１段階）

（学・人）郷土(沖縄)の音楽の特徴を感じながら鑑賞

することができる。（中１段階）

(知及技）郷土（沖縄）の音楽や楽器（三線）につい

ての基礎的な知識や奏法を身に付けている。

（思判表力）郷土（音楽）の特徴的な音色やリズム

を味わい表現している。

（学・人）郷土(沖縄)の音楽の特徴を感じながら鑑

賞している。

・沖縄(郷土）の音楽 ・郷土(沖縄)の音楽に興味関心を持ち、三

線の基本的な扱い方や奏法を学ぶ。

・郷土（音楽）の音楽を鑑賞する。

【器楽】

「三線を弾いてみよう」『かんからさん

しんうむしるむん』「てぃんさぐぬ花」

【鑑賞】

・古典音楽・沖縄JPOP等

14

（知及技）鍵盤楽器に親しみ基本的な奏法・指使いを

身に付けることができる。（中１段階）

（思判表力）音程の変化に気を付けながら音階や簡単

なフレーズを弾くことができる。（中１段階）

（学・人）教師や友達と一緒に演奏する楽しみを味わ

うことができる。（中１段階）

（知及技）鍵盤楽器に親しみ基本的な奏法・指使い

を身に付けている。

（思判表力）音程の変化に気を付けながら音階や簡

単なフレーズを弾いている。

（学・人）教師や友達と一緒に演奏する楽しみを味

わおうとしている。

・楽器を演奏しよう

鍵盤楽器に挑戦

・鍵盤楽器の基本的な奏法を身に付け音

階や簡単なフレーズを曲に合わせて弾

く。

【器楽】

「威風堂々」鍵盤楽器、打楽器

4

(知及技）世界の音楽や楽器についての基礎的な知識

を身に付けることができる。(中1段階)

（思判表力）世界の音楽と楽器の特徴的な音色やリズ

ムを味わい言葉で伝えることができる。(中1段階Aア

(イ)㋐･Aイ(イ)㋐)

（学・人）世界の音楽の特徴を感じながら鑑賞するこ

とができる。(中1段階B(イ))

(知及技）世界の音楽や楽器についての基礎的な知識

を身に付けている。

（思判表力）世界の音楽と楽器の特徴的な音色やリ

ズムを味わい言葉で伝えている。

（学・人）世界の音楽の特徴を感じながら鑑賞しよ

うとしている。

・世界の音楽と楽器を知ろ

う

・世界の楽器に触れる体験をする。

・世界の音楽を鑑賞する。

・世界の音楽・楽器・曲

・京劇～中国の音楽から

・アメリカ（ハワイ）の音楽

令和　7年度

単位数
／配当時数

77

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）曲名や曲想と音楽の構造などとの関わりについて気づくとともに、音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、音楽づくり、身体表現の技能
を身に付けるようにする。（中1段階）
(思判表力）音楽表現を考えて表したい思いや意図をもつことや、音や音楽を味わいながら聞くことができるようにする（中1段階）
(学・人）進んで音や音楽に関わり，協同して音楽活動をする楽しさを感じながら、様々な音楽に触れるとともに、音楽経験を生かして生活を明るく
潤いのあるものにしようとする態度を養う。（中1段階）

一

学

期

なし

教科書／副教材等

二
学
期

三

学

期



8

（知及技）教師の示範をよく見て手話を模倣したり模

唱することができる。(中1段階)

（思判表力）曲想に親しみ、曲の雰囲気や歌詞の内容

を感じながらのびのびと歌うことができる。(中1段

階)

（学・人）卒業に関連する曲を聴き曲想や歌詞の雰囲

気を味わうことができる。(中1段階)

（知及技）教師の示範をよく見て手話を模倣したり

模唱している。

（思判表力）曲想に親しみ、曲の雰囲気や歌詞の内

容を感じながらのびのびと歌っている。

（学・人）卒業に関連する曲を聴き曲想や歌詞の雰

囲気を味わっている。

・卒業の歌 ・歌詞の内容を味わいながら思いを込め

て歌う。

・色々な卒業に関連する曲を鑑賞する。

【歌唱】

「旅立ちの日に」「世界がひとつになる

まで」「ふるさと」

2

(知及技）既習曲の曲名や曲の特徴を覚えることがで

きる。(中1段階)

(思判表力)1年間の活動を振り返り曲の良さや表現の

楽しさを感じることができる。(中1段階)

(学･人)みんなの前で演奏したり感想を発表すること

ができる。(中1段階)

(知及技）既習曲の曲名や曲の特徴を覚えている。

(思判表力)1年間の活動を振り返り曲の良さや表現の

楽しさを感じている。

(学･人)みんなの前で演奏したり感想を発表しようと

している。

・1年間のまとめ

40分×3回

・既習曲を演奏し、頑張ったことを発表

する。

留意点

引き継ぎ
・個々の活動の進捗に合わせて、個別の支援や発展的な課題の提示を行う。

三

学

期



 中学部　２年（Ⅱ課程A）　美術科　年間指導計画

担当者名

担当者２名

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

23

(知及技）材料や用具の扱いに親しみ，表し
たいことに合わせて，表し方を工夫し，材料
や用具を選んで使い表すこと。

(思判表力)経験したことや思ったこと，材料
などを基に，表したいことや表し方を考え
て，発想や構想をすること。

(学･人)進んで表現や鑑賞の活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わうとともに、感性
を育み、形や色などに関わることにより楽し
く豊かな生活を創造しようとする態度を養
う。

(知及技）クレヨンやマジックペン、絵の
具など、生徒が表現したい用途に合わせて
画材や材料を選び、取り組んでいる。

(思判表力)経験や思い描いたことを描がい
ている。表現を工夫しながら表現したいこ
とを描いている。自分なりの感想を述べた
り作品に向き合う様子や発想を教師に伝え
たり、表現しようと努力する様子など。

(学･人)教師への質問や相談、生徒同士の
会話や調べ学習などを通して、表現や鑑賞
の活動に取り組んでいる。よりよい表現や
作品を作ろうと努力が見られる。

「オリエンテー
ション」
鑑賞「びじゅ
チューン」
「いろいろ色遊
び」
描画表現技法
「モダンテク
ニック」

・「自分」と「好きなも
の」をイメージして丁寧に
描く。
・鉛筆、クレヨン、色鉛
筆、水彩絵の具、ポスター
カラー等を用いた制作。

2

(思判表力)自分たちの作品や身近な造形品の
制作の過程などの鑑賞を通して，よさや面白
さに気付き，自分の見方や感じ方を広げるこ
とができる。

(思判表力)作品制作を通して、頑張ったこ
とや表現など工夫したところが述べられ、
他者の作品など自分なりの感想や良さを発
表することができる。

鑑賞「びじゅ
チューン」

・出来上がった作品を展示
する。ワークシートを活用
する。
・自他の作品を見て感想を
発表する。
・作品を実際に使い良さを
味わう。

２
学
期

32

(知及技）材料や用具の扱いに親しみ，表し
たいことに合わせて，表し方を工夫し，材料
や用具を選んで使い表すこと。

(思判表力)経験したことや思ったこと，材料
などを基に，表したいことや表し方を考え
て，発想や構想をすること。

(学･人)進んで表現や鑑賞の活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わうとともに、感性
を育み、形や色などに関わることにより楽し
く豊かな生活を創造しようとする態度を養
う。

(知及技）切る・破る・貼るなど、生徒が
表現したい用途に合わせて画材や材料を選
び、取り組んでいる。

(思判表力)経験や思い描いたことを基に、
表現を工夫しながら形作ろうとしている。
自分なりの感想を述べたり作品に向き合う
様子や発想を教師に伝えたり、表現しよう
と努力する様子など。

(学･人)教師への質問や相談、生徒同士の
会話や調べ学習などを通して、表現や鑑賞
の活動に取り組んでいる。よりよい表現や
作品を作ろうと努力が見られる。

鑑賞「びじゅチュー
ン」
デジタル写真
「いろんな色と感
触」
スライム作り
校内・校外散策
・秋の壁掛けオブ
ジェ
運動会大型プログ
ラム制作
スチレン版画

・実物や画像、動画資料を
見せて出来れば、香りや触
れてみる。ワークシートに
感想を記述する。
・見通しを持たせる為、制
作手順などを紹介する。
・ボンド水で少しずつ形作
る。
・成形に必要な用具の使い
方の学習を行う。
・教師の最小限の手添えで
立体制作に取り組む。
・どの色や道具を選ぶか教
師が声かけなど、生徒本人
に選択させる。

３
学
期

20

(知及技）材料や用具の扱いに親しみ，表し
たいことに合わせて，表し方を工夫し，材料
や用具を選んで使い表すこと。

(思判表力)経験したことや思ったこと，材料
などを基に，表したいことや表し方を考え
て，発想や構想をすること。

(学･人)進んで表現や鑑賞の活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わうとともに、感性
を育み、形や色などに関わることにより楽し
く豊かな生活を創造しようとする態度を養
う。

(思判表力)自分たちの作品や身近な造形品の
制作の過程などの鑑賞を通して，よさや面白
さに気付き，自分の見方や感じ方を広げるこ
とができる。

(知及技）生徒が表現したい用途に合わせ
て画材や材料を選び、取り組んでいる。

(思判表力)イメージした表現にしようと工
夫しながら構成している。自分なりの感想
を述べたり作品に向き合う様子や発想を教
師に伝えたり、表現しようと努力する様子
など。

(学･人)教師への質問や相談、生徒同士の
会話や調べ学習などを通して、表現や鑑賞
の活動に取り組んでいる。よりよい表現や
作品を作ろうと努力が見られる。

(思判表力)作品制作を通して、１年間で頑
張ったことや表現など工夫したところが述
べられ、他者の作品など自分なりの感想や
良さを発表することができる。

鑑賞「びじゅチュー
ン」
土粘土(電動ロクロ
体験）
合作
卒業式の垂れ幕
(送る言葉)装飾
１年を振り返って

・スイッチ教材を用いて、
機械や用具の使い方を理解
させ、粘土の感触を体験し
ながら型をとる。
・どの位置に素材を配置す
るか生徒と相談しながら構
図を決める。
・作品集
・自他の作品を見て感想を
発表する。
・作品を実際に使い良さを
味わう。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知・技)造形的な視点について気付き、材料や用具の扱い方に親しむとともに、表し方を工夫する技能を身に付けることができる。（中１

段階）

(思判表力)造形的なよさや面白さ、表したいことや表し方などについて考え、経験したことや思ったこと、材料などを基に、発想し構想
するとともに、身近にある造形や作品などから、自分の見方や感じ方を広げることができる。（中１段階）

(学･人)楽しく美術の活動に取り組み、創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を培い、心豊かな生活を営む態度を養うことがで
きる。(中１段階）

留意点
引継ぎ等

1
学
期

令和７年度

単位数
／配当時数 教科書／副教材等

77

・クレヨン、マジック、絵の具等の画材
・画用紙、ボンド、スチロール版
・描画補助具、ipad、大型テレビ等



中学部2年（Ⅱ課程Aグループ）　保健体育　年間指導計画

担当者名

担当者２名

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

3

(知及技）体ほぐしの運動や体の動きを高め
る運動を通して体を動かす楽しさや心地よ
さに触れるとともにその行い方がわかり、
友達と関わったり、動きを持続する能力な
どを高めることができる。
(思判表力)体ほぐしの運動や体の動きを高
める運動について自分の課題を見つけ、そ
の解決のための活動を考えたり、工夫した
りしたことを他者に伝えることができる。
(学･人)体ほぐしの運動や体の動きを高める
運動に進んで取り組み、きまりを守り、友
達と協力したり、場や用具の安全に留意し
たりし、最後まで楽しく運動ができる。

(知・技）体ほぐしの運動や体の動きを高
める運動を通して体を動かす楽しさや心地
よさに触れるとともにその行い方がわか
り、友達と関わったり、動きを持続する能
力などを高めようとしている。
(思・判・表)体ほぐしの運動や体の動きを
高める運動について自分の課題を見つけ、
その解決のための活動を考えたり、工夫し
たりしたことを他者に伝えようとしてい
る。
(主学)体ほぐしの運動や体の動きを高める
運動に進んで取り組み、きまりを守り、友
達と協力したり、場や用具の安全に留意し
たりし、最後まで楽しく運動しようとして
いる。

① 体つくり運動
・体操、ダンス
・5分間走

・伸び伸びとした動作で行う運
動。（ストレッチ体操等）
・リズムに乗って行う運動。（ツ
バメダンス、ラジオ体操等）
・歩いたり、走ったりする運動。
・校外学習

3

(知及技）体の発育・発達やけがの防止、病
気の予防などの仕方が分かり、基本的な知
識及び技能を身に付けることができる。
(思判表力)自分の健康・安全についての課
題を見付け、その解決のための活動を考え
たり、工夫したりしたことを他者に伝える
ことができる。

(知･技）体の発育・発達やけがの防止、病
気の予防などの仕方が分かり、基本的な知
識及び技能を身に付けようとしている。
(思･判･表)自分の健康・安全についての課
題を見付け、その解決のための活動を考え
たり、工夫したりしたことを他者に伝えよ
うとしている。

②保健分野
・病気の予防
・体のしくみ
・体の発育
・応急処置

・水泳の事前学習で「衛生」や
「規則正しい生活」についての学
習を行う。
・身体測定を通して、自分自身の
成長と友だちとの違いを学習す
る。

9

(知及技）技ができる楽しさや喜びを味わ
い、自分にできる技がわかり演技すること
ができる。
(思判表力）得意な技や苦手な技がわかり、
協力を求めたり、取り組み方を工夫するこ
とができる。
(学・人）マット運動に積極的に取り組み、
ルールを守り安全に活動することができ
る。

(知及技）技ができる楽しさや喜びを味わ
い、自分にできる技がわかり演技しようと
している。
(思判表力）得意な技や苦手な技がわか
り、協力を求めたり、取り組み方を工夫し
ようとしている。
(学・人）マット運動に積極的に取り組
み、ルールを守り安全に活動しようとして
いる。

③器械運動（マット）
　スポーツテスト

・マット上でのストレッチ体操
・横転や四つん這い、高這い等の
方法でマット上を移動する。
・バランスポーズで静止する。
・他者の演技をみて感想を述べる
・握力、反復横跳び、ボール投
げ、５０ｍ走等のスポーツテスト
を行う。

6

（知及技）初歩的な泳ぎの楽しさや喜びに
触れ、その行い方が分かり、基本的な動き
や技能を身に付けることができる。
（思判表力）初歩的な泳ぎについて自分の
課題を見つけその解決のための活動を考え
たり、工夫したりしたことを他者に伝える
ことができる。
（学・人）初歩的な泳ぎに進んで取り組
み、きまりなどを守り友達と協力したり、
場や用具の安全に留意したりし、最後まで
楽しく運動ができる。

（知・技）初歩的な泳ぎの楽しさや喜びに
触れ、その行い方が分かり、基本的な動き
や技能を身に付けようとしている。
（思・判・表）初歩的な泳ぎについて自分
の課題を見つけその解決のための活動を考
えたり、工夫したりしたことを他者に伝え
ようとしている。
（主学）初歩的な泳ぎに進んで取り組み、
きまりなどを守り友達と協力したり、場や
用具の安全に留意したりし、最後まで楽し
く運動しようとしている。

④水泳 ・水慣れ（シャワー・足浴・顔つ
け）
・水中ウォーキング
・ビート板等の浮き具を使用した
活動
・浮力を利用して様々な動きを行
う活動。

6

(知及技）球技の楽しさや喜びに触れ、その
行い方が分かり、基本的な動きや技能を身
に付け、簡易化されたゲームを行うことが
できる。
(思判表力)球技についての自分の議題を見
つけ、その解決のための活動を考えたり、
工夫したりすることを他者に伝えることが
できる。
(学･人)球技に進んで取り組み、きまりや簡
単なルールを守り、友達と協力したり、場
や用具の安全に留意したりし、最後まで楽
しく運動することができる。

(知・技）球技の楽しさや喜びに触れ、そ
の行い方が分かり、基本的な動きや技能を
身に付け、簡易化されたゲームを行おうと
している。
(思・判・表)球技についての自分の議題を
見つけ、その解決のための活動を考えた
り、工夫したりすることを他者に伝えよう
としている。
(主学)球技に進んで取り組み、きまりや簡
単なルールを守り、友達と協力したり、場
や用具の安全に留意したりし、最後まで楽
しく運動しようとしてる。

⑤球技（バレーボー
ル）

(風船バレー・ソフトバレーボー
ル）
・ネットをはさんで、相手と
キャッチボールをする。
・ボールを上へ弾く練習
・実態に応じたルールでゲームを
行う。

3

(知及技）体ほぐしの運動や体の動きを高め
る運動を通して体を動かす楽しさや心地よ
さに触れるとともにその行い方がわかり、
友達と関わったり、動きを持続する能力な
どを高めることができる。
(思判表力)体ほぐしの運動や体の動きを高
める運動について自分の課題を見つけ、そ
の解決のための活動を考えたり、工夫した
りしたことを他者に伝えることができる。
(学･人)体ほぐしの運動や体の動きを高める
運動に進んで取り組み、きまりを守り、友
達と協力したり、場や用具の安全に留意し
たりし、最後まで楽しく運動ができる。

(知・技）体ほぐしの運動や体の動きを高
める運動を通して体を動かす楽しさや心地
よさに触れるとともにその行い方がわか
り、友達と関わったり、動きを持続する能
力などを高めようとしている。
(思・判・表)体ほぐしの運動や体の動きを
高める運動について自分の課題を見つけ、
その解決のための活動を考えたり、工夫し
たりしたことを他者に伝えようとしてい
る。
(主学)体ほぐしの運動や体の動きを高める
運動に進んで取り組み、きまりを守り、友
達と協力したり、場や用具の安全に留意し
たりし、最後まで楽しく運動しようとして
いる。

① 体つくり運動
・体操、ダンス
・5分間走

・伸び伸びとした動作で行う運
動。（ストレッチ体操等）
・リズムに乗って行う運動。（ツ
バメダンス、ラジオ体操等）
・歩いたり、走ったりする運動。
・校外学習

令和　７年度

単位数
／配当時数

77

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）各種の運動の楽しさや喜びに触れ、その特性に応じた行い方及び体の発育・発達やけがの防止、病気の予防などの仕方が分かり、基本的
な動きや技能を身につけるようにする。【中学部１段階】
(思判表力)各種の運動や健康な生活における自分の課題を見付け、その解決のための活動を考えたり、工夫したりしたことを他者に伝える力を養
う。【中学部１段階】
(学･人)各種の運動に進んで取り組み、決まりや簡単なスポーツのルールなどを守り、友達と協力したり、場や用具の安全に留意したりし、最後ま
で楽しく運動する態度を養う。また、健康・安全の大切さに気付き、健康の保持増進に進んで取り組む態度を養う。【中学部１段階】

新しい保健体育（東京書籍）

教科書／副教材等

一
学
期

二
学
期



5

(知及技）体の発育・発達やけがの防止、病
気の予防などの仕方が分かり、基本的な知
識及び技能を身に付けることができる。
(思判表力)自分の健康・安全についての課
題を見付け、その解決のための活動を考え
たり、工夫したりしたことを他者に伝える
ことができる。

(知･技）体の発育・発達やけがの防止、病
気の予防などの仕方が分かり、基本的な知
識及び技能を身に付けようとしている。
(思･判･表)自分の健康・安全についての課
題を見付け、その解決のための活動を考え
たり、工夫したりしたことを他者に伝えよ
うとしている。

②保健分野
・病気の予防
・体のしくみ
・体の発育
・応急処置

・感染症（コロナ・インフルエン
ザ）の予防と対応について

6

(知及技）陸上運動の楽しさや喜びに触れ、
その行い方がわかり、基本的な動きや技能
を身に付けることができる。
(思判表力)陸上運動についての自分の課題
を見つけ、その解決のための活動を考えた
り、工夫したりしたことを他者に伝えるこ
とができる。
(学･人)陸上運動に進んで取り組み、きまり
を守り、友達と協力したり、場や用具の安
全に留意したりし、最後まで楽しく運動が
できる。

(知・技）陸上運動の楽しさや喜びに触
れ、その行い方がわかり、基本的な動きや
技能を身に付けようとしている。
(思・判・表)陸上運動についての自分の課
題を見つけ、その解決のための活動を考え
たり、工夫したりしたことを他者に伝えよ
うとしている。
(主学)陸上運動に進んで取り組み、きまり
を守り、友達と協力したり、場や用具の安
全に留意したりし、最後まで楽しく運動を
しようとしている。

⑥陸上競技（短距離
走・リレー）

・決められた短い距離を自分なり
の方法で走ったり、歩いたり、車
いすで移動したりする。
・自分のコースを走る練習
・バトンパスの練習

12

(知及技）ダンスの楽しさや喜びに触れ、そ
の行い方が分かり、基本的な動きや技能を
身に付け、表現したり踊ったりすることが
できる。
(思判表力)ダンスについての自分の課題を
見つけ、その解決のための活動を考えた
り、工夫したりしたことを他者に伝えるこ
とができる。
(学･人)ダンスに進んで取り組み、友達の動
きを認め協力したり、場や用具の安全に留
意したりし、最後まで楽しく運動すること
ができる。

(知･技）ダンスの楽しさや喜びに触れ、そ
の行い方が分かり、基本的な動きや技能を
身に付け、表現したり踊ろうとする。
（思･判･表)ダンスについての自分の課題
を見つけ、その解決のための活動を考えた
り、工夫したりしたことを他者に伝えよう
とする。
(主学)ダンスに進んで取り組み、友達の動
きを認め協力したり、場や用具の安全に留
意したりし、最後まで楽しく運動しようと
する。

⑦運動会の取り組み
（エイサー等）

・前回の運動会の鑑賞
・曲に合わせてパーランクーを叩
く。
・動画を見ながら振り付けを覚え
る。

8

(知及技）球技の楽しさや喜びに触れ、その
行い方が分かり、基本的な動きや技能を身
に付け、簡易化されたゲームを行うことが
できる。
(思判表力)球技についての自分の議題を見
つけ、その解決のための活動を考えたり、
工夫したりすることを他者に伝えることが
できる。
(学･人)球技に進んで取り組み、きまりや簡
単なルールを守り、友達と協力したり、場
や用具の安全に留意したりし、最後まで楽
しく運動することができる。

(知・技）球技の楽しさや喜びに触れ、そ
の行い方が分かり、基本的な動きや技能を
身に付け、簡易化されたゲームを行おうと
している。
(思・判・表)球技についての自分の議題を
見つけ、その解決のための活動を考えた
り、工夫したりすることを他者に伝えよう
としている。
(主学)球技に進んで取り組み、きまりや簡
単なルールを守り、友達と協力したり、場
や用具の安全に留意したりし、最後まで楽
しく運動しようとしてる。

⑧球技（バスケット
ボール・コンタック）

・バウンドパスや転がしパスで
ボールになれる。
・シュートの練習
・フリーシュート合戦
・指定した場所から指定した的を
狙い投げる活動。
・ねらう的を自分で決め投げる活
動。

2

(知及技）体ほぐしの運動や体の動きを高め
る運動を通して体を動かす楽しさや心地よ
さに触れるとともにその行い方がわかり、
友達と関わったり、動きを持続する能力な
どを高めることができる。
(思判表力)体ほぐしの運動や体の動きを高
める運動について自分の課題を見つけ、そ
の解決のための活動を考えたり、工夫した
りしたことを他者に伝えることができる。
(学･人)体ほぐしの運動や体の動きを高める
運動に進んで取り組み、きまりを守り、友
達と協力したり、場や用具の安全に留意し
たりし、最後まで楽しく運動ができる。

(知・技）体ほぐしの運動や体の動きを高
める運動を通して体を動かす楽しさや心地
よさに触れるとともにその行い方がわか
り、友達と関わったり、動きを持続する能
力などを高めようとしている。
(思・判・表)体ほぐしの運動や体の動きを
高める運動について自分の課題を見つけ、
その解決のための活動を考えたり、工夫し
たりしたことを他者に伝えようとしてい
る。
(主学)体ほぐしの運動や体の動きを高める
運動に進んで取り組み、きまりを守り、友
達と協力したり、場や用具の安全に留意し
たりし、最後まで楽しく運動しようとして

① 体つくり運動
・体操、ダンス
・5分間走

・伸び伸びとした動作で行う運
動。（ストレッチ体操等）
・リズムに乗って行う運動。（ツ
バメダンス、ラジオ体操等）
・歩いたり、走ったりする運動。
・校外学習

2

(知及技）体の発育・発達やけがの防止、病
気の予防などの仕方が分かり、基本的な知
識及び技能を身に付けることができる。
(思判表力)自分の健康・安全についての課
題を見付け、その解決のための活動を考え
たり、工夫したりしたことを他者に伝える
ことができる。

(知･技）体の発育・発達やけがの防止、病
気の予防などの仕方が分かり、基本的な知
識及び技能を身に付けようとしている。
(思･判･表)自分の健康・安全についての課
題を見付け、その解決のための活動を考え
たり、工夫したりしたことを他者に伝えよ
うとしている。

②保健分野
・病気の予防
・体のしくみ
・体の発育
・応急処置

・心と体の発達

10

(知及技）グランドゴルフの行い方が分か
り、簡易化されたゲームを行う事ができ
る。
(思判表力)自分の課題をみつけ、その解決
のための活動を考えたり、工夫したりする
ことを他者に伝えることができる。
(学･人)きまりや簡単なルールを守り、友達
と協力したり、場や用具の安全に留意した
りし、最後まで楽しく運動することができ
る。

(知及技）グランドゴルフの行い方が分か
り、簡易化されたゲームを行おうとしてい
る。
(思判表力)自分の課題をみつけ、その解決
のための活動を考えたり、工夫したりする
ことを他者に伝えようとしている。
(学･人)きまりや簡単なルールを守り、友
達と協力したり、場や用具の安全に留意し
たりし、最後まで楽しく運動しようとして
いる。

⑨生涯スポーツ（グラ
ンドゴルフ）

・スティックの扱い方
・的にむかってボールを打つ
・安全に操作するための約束
・チームでコースを回る。

2

(知及技）年間を通して取り組んだ活動内容
を思い出すことができる。
(思判表力)これまでの活動の中から、もう
一度挑戦したいことを選ぶことができる。
(学･人)友だちと作戦を立て、楽しく安全に
活動することができる。

(知・技）年間を通して取り組んだ活動内
容を思い出そうとしている。
(思・判・表)これまでの活動の中から、も
う一度挑戦したいことを選ぼうとしてい
る。
(主学)友だちと作戦を立て、楽しく安全に
活動しようとしている。

⑩チャレンジカップ ・動画や記録を通して、１年間の
取り組みを確認する。
・好きな競技を選ぶ。
・皆と選んだ競技の内容やルール
を再確認してゲームを行う。

留意点
引継ぎ等

二
学
期

三
学
期



担当者名

担当者２名

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

年
間
を
通
し
て
指
導
す
る

「働くとは」
(知及技)
・職業の授業目標を理解することができる。
（中１段階A職業生活ア（ア））
・活動内容を理解し、目標をもつことができ
る。（中１段階A職業生活ア（イ））
(思･判･表)
・自分の役割が理解できる。（中１段階A職業
生活ア（イ））
・あいさつや、言葉使いが丁寧にできる。
（中１段階A職業生活ア（ア））
(学・人)
・将来の職業生活の実現に向けて、社会人と
してのマナーを身につけようとする実践的な
態度を養う。（中１段階A職業生活イ（イ）
㋐）

(知及技）
・ミーティングで作業内容を確認し、本時
の課題達成に向けて手順を考えて行動しよ
うとしている。
(思･判･表)
・場に応じた挨拶や返事、表現をしようと
している。
・敬語で話しかけると敬語で返事してい
る。
(学・人)
・社会人としてのマナーを身につけ、実践
しようとしている。

「働く」ってどういう
こと？
・挨拶

ミーティング（作業前後）
・自分のこと、働くこと、進路につ
いて考える
・社会人のマナー（返事、報告）の
練習
・正しい話の聞き方、発言の仕方
・挨拶の仕方
・正しい身だしなみ（気温に合った
衣服の選択）
・休み時間の過ごし方

１
学
期

25

①オリエンテーション
（知及技）
・働くことの目的を考えることができる。
・職業の授業目標を理解することができる。
・活動内容を理解し、目標をもつことができ
る。
（思判表力）
・将来の職業生活に必要な事柄を見いだして
課題を設定し、解決策を考えようとする態度
を養う。
（学・人）
・実践し、学習したことを振り返り、考えた
ことを表現するなど、課題を解決する力を養
う。

②季節野菜の栽培
(知及技）
・季節の野菜・草花を育成するための基礎的
な知識や技能を理解することができる。

(思判表力)
・季節の野菜・草花の苗を移植するための道
具を選んだり、移植の方法を自分で考えるこ
とができる。

(学･人)
・季節の野菜・草花の収穫実現に向けて、主
体的に活動に取り組む態度を養う。

(知・技）
・働くことの目的を理解しようとしてい
る。
・授業の目標や活動内容を理解しようとし
ている。
(思･判･表)
・卒業後の職業生活に必要な課題を設定し
ようとしている。
・学習したことを生かして設定した課題を
解決しようとしている。
(知・技）
野菜や草花の成長や変化について、具体的
にどの部分が成長や変化しているか説明す
ることができている。

(思･判･表)
植物を移植する時、植物の根っこの状態や
成長に合わせて、自分で考えて道具を使い
分けしている。

(主学)
植物の実の大きさや花の変化に関心を持
ち、活動に参加しようとしている。

【評価資料】活動の様子を観察して評価す
る。

①オリエンテーション
・社会人としてのマ
ナーを身に付けよう
【社会参画、公共の精
神】

・「働く」ってどうい
うこと？

②「季節野菜の栽培」
・種まき
・土作り
・鉢上げ
・水かけ
・収穫
【勤労】

① オリエンテーション
・自己紹介
・授業の目標確認

②「季節野菜の栽培」
・ピンセットや補助具を利用して種
まきをしよう
・土と堆肥を混ぜて土作りをしよう
・十分な水やりをしよう
・収穫方法を学ぼう

２
学
期

32

③情報機器の活用
（知及技）コンピュータ等の情報機器の初歩
的な操作を教師と一緒に行うことができる。

（思判表力）コンピュータ等の情報機器に触
れ、体験したことを他者に伝えることができ
る。

（学・人）コンピュータ等の情報機器を使っ
て生活を工夫しようとする態度を身に付ける
ことができる。

（知・技）コンピュータ等の身近な情報機
器の初歩的な操作を教師と一緒に行ってい
る。

（思・判・表）コンピュータ等の情報機器
に触れ、体験したことを自分なりの表現で
他者に伝えている。

（主学）コンピュータ等の情報機器と身近
な生活についての関連に気付き、生活を工
夫する方法について教師と一緒と考えてい
る。

【評価資料】活動の様子を観察して評価す
る。

③情報機器の活用
「情報機器に触れよ
う」
　
　職業生活
「模擬販売の準備をし
よう」
【向上心、個性の伸
長】

③情報機器の活用
・スイッチ教材で遊ぼう
・タブレット端末を使ってみよう
（いろいろなアプリやゲーム）
・写真や動画を撮影しよう
・テレビ電話でコミュニケーション
・模擬販売に向けて、チラシや看板
を作ろう！

令和７年度　中学部　２年（　Ⅱ課程Aグループ）　職業・家庭（職業分野）　年間指導計画

年間目標

(知及技）職業について関心をもち、将来の職業生活に係る基礎的な知識や技能を身に付けるようにする。（中１段階）
(思判表力)将来の職業生活に必要な事柄について触れ、課題や解決策に気付き、実践し、学習したことを伝えるなど、課題を解決する力の基礎を養う。
（中１段階）
(学･人)将来の職業生活の実現に向けて、生活を工夫しようとする態度を養う。（中１段階）

３
学
期

「職業・家庭 たのしい職業科」・iPad、スイッチ教材、パソコン、大型テレビ等

教科書／副教材等

20

④草花販売を実践してみよう
(知及技）
・物を販売するための基礎的な知識や方法を
理解することができる。

(思判表力)
・買い物しやすい環境を自分で考え課題を解
決することができる。

(学･人)
・収穫した野菜や草花の完売に向けて、主体
的に活動に取り組む態度を育てる。

(知・技）
販売に必要とされる実践的な知識や方法を
理解することができている。

(思･判･表)
買い物しやすい環境を自ら考え工夫し、表
現している。

(主学)
安価での価格設定や販売時の値段の交渉に
ついて関心を持ち、主体的に活動に参加し
ている。

【評価資料】活動の様子を観察して評価す
る。

④草花販売を実践して
みよう
・種まき
・土作り
・鉢上げ
・水かけ
・収穫
・販売準備
【勤労】
【感謝】
【礼儀】
【個性の伸長】

④「季節の野菜・草花の生育」
・ピンセットや補助具を利用して種
まきをしよう
・土と堆肥を混ぜて土作りをしよう
・十分な水やりをしよう
・収穫方法を学ぼう
・販売の挨拶を復唱またはロールプ
レイング

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時数

77

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度



（ Ⅱ 課程A　）  職業・家庭（家庭分野）年間指導計画

担当者名

担当者２名

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

16

(知及技）製作計画や手ぬい、ミシンを使っ
た製作について理解しているとともに、適
切にできる。
(思判表力) 生活を豊かにするための布を用
いた物の製作計画や手ぬい、ミシンによる
製作について問題を見いだして課題を設定
し、さまざまな解決方法を考え、実践を評
価・改善し、考えたことを表現するなどし
て課題を解決する力を身につけることがで
きる。
(学･人) 家族の一員として、生活をよりよ
くしようと、生活を豊かにするための布を
用いた製作について、課題の解決に向けて
主体的に取り組んだり、ふり返って改善し
たりして、生活を工夫し、実践することが
できる。

(知・技）製作計画や手ぬいによる製作の
仕方について理解しているとともに、適切
にしようとしている。
(思･判･表) 生活を豊かにするための布を
用いた物の製作計画や手ぬいによる製作に
ついて問題を見いだして課題を設定し、さ
まざまな解決方法を考え、実践を評価・改
善し、考えたことを表現するなどして課題
を解決する力を身につけようとしている。
(主学) 家族の一員として、生活をよりよ
くしようと、生活を豊かにするための布を
用いた手ぬいによる製作について、課題の
解決に向けて主体的に取り組んだり、ふり
返って改善したりして、生活を工夫し、実
践しようとしている。

ひと針に心をこめて
・基礎ぬい
・小物製作

ミシンを使った製作
・小物製作

生活を豊かにするための布を用い
た手ぬいの製作について、「健
康・快適・安全」の視点から、課
題をもって、基礎的・基本的な知
識及び技能を身につけ、製作計画
を考え、製作を工夫し、活動す
る。

6

(知及技）住まいの整理・整とんや清掃の仕
方を理解しているとともに、適切にでき
る。
(思判表力) 自分の生活と身近な環境との関
わりや環境に配慮した物の使い方などにつ
いて理解している。
(学･人)家族の一員として、快適な住まい方
や環境に配慮した生活について、課題の解
決に向けて主体的に取り組もうとしてい
る。

(知・技）住まいの整理・整とんや清掃の
仕方を理解しているとともに、適切にでき
る。
(思･判･表) 自分の生活と身近な環境との
関わりや環境に配慮した物の使い方などに
ついて理解している。
(主学)家族の一員として、快適な住まい方
や環境に配慮した生活について、課題の解
決に向けて主体的に取り組もうとしてい
る。

身の回りや生活の場を
見つめよう

身の回りをきれいにし
よう

身の回りを気持ちのよい場所にす
るた
めに必要な仕事を見つけよう。
整理・整とんやそうじの必要性が
分か
り、それらの適切な仕方を考え、
手順
に沿って実践しよう。

4

(知及技）簡単な調理の仕方や手順について
知り、できるようにすること。
(思判表力)  簡単な調理計画について考え
ること。
(学･人)  作業や実習等で達成感を得るこ
と。

(知・技）簡単な調理の仕方や手順につい
て知り、できるようにすること。
(思･判･表)  簡単な調理計画について考え
ること。
(主学)  作業や実習等で達成感を得るこ
と。

簡単なおやつを作ろう 幼児の間食作りを体験し、幼児へ
の理解を深める。

4

(知及技）幼児の発達と生活の特徴が分か
り、子供が育つ環境としての家族の役割に
ついて理解することができる。幼児にとっ
ての遊びの意義や幼児との関わり方につい
て理解することができる。
(学･人)幼児とのよりよい関わり方について
考え、工夫することができる。

(知及技）幼児の発達と生活の特徴が分か
り、子供が育つ環境としての家族の役割に
ついて理解することができる。
(学･人)幼児とのよりよい関わり方につい
て考え、工夫しようとしている。

幼児の生活
幼児の生活と遊び
（幼児の施設へ行った
り、学校へ招待しよ
う）

幼児の１日の生活の特徴について
幼児のいる施設に行ってみよう・
幼児を学校へ招待しよう

16

(知及技）家庭には、家庭生活を支える仕事
があり、たがいに協力し分担する必要があ
ることついて理解している。
(思判表力) 家庭の仕事について問題を見い
だして課題を設定している。
(学･人) 家族の一員として、家庭生活と仕
事について、課題の解決に向けて主体的に
取り組もうとしている。

(知・技）家庭には、家庭生活を支える仕
事があり、たがいに協力し分担する必要が
あることついて理解している。
(思･判･表) 家庭の仕事について問題を見
いだして課題を設定している。
(主学) 家族の一員として、家庭生活と仕
事について、課題の解決に向けて主体的に
取り組もうとしている。

どんな生活をしている
のかな
自分にできそうな
家庭の仕事を見つけよ
う
シューズを洗おう

家庭で使う用具を知り、その用具
を使って活動してみよう。（家庭
の仕事、家族の協力）を与え、家
庭の仕事と自分との関わりを具体
的に考えさせることを通して、問
題や課題に気づかせる。

7

(知及技）買い物の仕組みや消費者の役割が
分かり、物や金銭の大切さと計画的な使い
方について理解している。
(思判表力) 身近な物の選び方、買い方を理
解しているとともに、購入するために必要
な情報の収集・整理が適切にできる。
(学･人) 自分の生活と身近な環境との関わ
りや環境に配慮した物の使い方などについ
て理解している。

(知・技）買い物の仕組みや消費者の役割
が分かり、物や金銭の大切さと計画的な使
い方について理解している。
(思･判･表) 身近な物の選び方、買い方を
理解しているとともに、購入するために必
要な情報の収集・整理が適切にできる。
(主学) 自分の生活と身近な環境との関わ
りや環境に配慮した物の使い方などについ
て理解している。

上手に選ぶために考え
よう
買い物の仕方について
考えよう
ネットスーパーを利用
しよう

買い物の仕方について考えよう

令和７年度 中学部２年

単位数
／配当時数

77

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）家庭の中の自分の役割に気付き、生活の自立に必要な家族・家庭、衣食住、消費や環境等についての基礎的な理解を図るとともに、それ
らに係る技能を身に付けるようにする。（中１段階）
(思判表力)家庭生活に必要な事柄について触れ、課題や解決策に気付き、実践し、学習したことを伝えるなど、日常生活において課題を解決する
力の基礎を養う。（中１段階）
(学･人)家族や地域の人々とのやりとりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫しようとする態度を養う。（中１段階）

1
学
期

２
学
期

「職業・家庭 たのしい家庭科」「新しい家庭科５･６」「うちなぁーのくすいむん くわっちーさびら」

教科書／副教材等



6

(知及技）調理に必要な材料の分量や手順が
分かり、調理計画について理解している。
 調理に必要な用具や食器の安全で衛生的な
取りあつかい及び加熱用調理器具の安全な
取りあつかいについて理解しているととも
に、適切に使用できる。
材料に応じた洗い方、調理に適した切り
方、味の付け方、盛りつけ、配膳及び後か
たづけを理解しているとともに、適切にで
きる。
材料に適したゆで方を理解しているととも
に、適切にできる。
(思判表力) おいしく食べるためにゆでる調
理の計画や調理の仕方についてさまざまな
解決方法を考え、工夫している。
(学･人) ゆでる調理の基礎について、課題
の解決に向けて主体的に取り組もうとして
いる。

(知・技）調理に必要な材料の分量や手順
が分かり、調理計画について理解してい
る。
 調理に必要な用具や食器の安全で衛生的
な取りあつかい及び加熱用調理器具の安全
な取りあつかいについて理解しているとと
もに、適切に使用できる。
材料に応じた洗い方、調理に適した切り
方、味の付け方、盛りつけ、配膳及び後か
たづけを理解しているとともに、適切にで
きる。
材料に適したゆで方を理解しているととも
に、適切にできる。
(思･判･表)  おいしく食べるためにゆでる
調理の計画や調理の仕方についてさまざま
な解決方法を考え、工夫している。
(主学) ゆでる調理の基礎について、課題
の解決に向けて主体的に取り組もうとして
いる。

ゆでる調理をしよう 食品や調理の目的に合ったゆで方
が分
かり、安全に野菜やいもなどがゆ
でら
れるようになろう。
（調理法、ゆ
でる調理のよさなど）を与え、調
理の目的
や手順を具体的に考えさせること
を通し
て、問題や課題に気づかせる。

18

(知及技） 食事の役割と栄養について理解
しているとともに、伝統的な日常食である
米飯及びみそ汁の調理計画や調理の仕方に
ついて理解し、適切にできる。
(思判表力)  食事の役割と栄養、伝統的な
日常食である米飯及びみそ汁の調理計画や
調理の仕方について問題を見いだして課題
を設定し、さまざまな解決方法を考え、実
践を評価・改善し、考えたことを表現する
などして課題を解決する力を身につけてい
る。
(学･人)  家族の一員として、生活をよりよ
くしようと、食事の役割や調理の基礎につ
いて、課題の解決に向けて主体的に取り組
んだり、ふり返って改善したりして、生活
を工夫し、実践しようとしている。

(知・技） 食事の役割と栄養について理解
しているとともに、伝統的な日常食である
米飯及びみそ汁の調理計画や調理の仕方に
ついて理解し、適切にできる。
(思･判･表)  食事の役割と栄養、伝統的な
日常食である米飯及びみそ汁の調理計画や
調理の仕方について問題を見いだして課題
を設定し、さまざまな解決方法を考え、実
践を評価・改善し、考えたことを表現する
などして課題を解決する力を身につけてい
る。
(主学)  家族の一員として、生活をよりよ
くしようと、食事の役割や調理の基礎につ
いて、課題の解決に向けて主体的に取り組
んだり、ふり返って改善したりして、生活
を工夫し、実践しようとしている。

食べて元気！ご飯とみ
そ汁

食事の役割と栄養、伝統的な日常
食で ある米飯及びみそ汁の調理
について、 「健康・快適・安
全」などの視点から、 課題を
もって、基礎的・基本的な知識
及び技能を身につけ、調理計画を
考 え、調理の仕方を工夫するこ
とができ る。

留意点
引継ぎ等

３
学
期



担当者名

総合学習担当２名

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

3

（知及技）身近な生活や他者との関わりの
中から,自分の好きなことを見いだしたり関
心を広げたりすることができる。
（思判表力）自分の関心のあることや楽し
さを感じることについて,自分で考え,伝え
ることができる。
（学・人）自分の意思や目標をもって,自他
のよさを生かしながら協働して課題解決に
向けた探究活動に取り組むことができる。

（知・技）身近な生活や他者との関わりの
中から、自分の好きなことを見いだしたり
関心を広げたりしている。
（思・判・表）自分の関心のあることや楽
しさを感じることについて、自分で考え,
伝えようとしている。
（主学）自分の意思や目標をもって,自他
のよさを生かしながら協働して課題解決に
向けた探究活動に取り組もうとしている。

生徒の興味・関心に応
じた課題
「自分や友達の好きな
ことや得意なことを知
ろう」
「自分の家族を紹介し
よう」

・自分のことや家族のこと,友達
のことを知る
・わかったことを掲示したり,発
表したりする

3

（知及技）卒業後の社会生活に必要な知
識・技能を身に付けることができる。
（思判表力）卒業後の社会生活に具体的な
イメージをもち,課題を立てたり学んだこと
を表現したりすることができる。
（学・人）意思や目標をもって進路学習に
取り組み,積極的に社会に参画しようとする
態度を身に付けることができる。

（知・技）卒業後の社会生活に必要な知
識・技能を身に付けている。
（思・判・表）卒業後の社会生活に具体的
なイメージをもち,課題を立てたり学んだ
ことを表現したりしている。
（主学）意思や目標をもって進路学習に取
りくみ,積極的に社会に参画しようとする
態度を身に付けている。

職業や自己の将来に関
する課題
「進路学習」
「ビジネスマナー」
「食事マナー」ホテル
会食など

・進路学習会（講話を聞いて,自
己の将来について考える）

3

（知及技）郷土の歴史を知り,平和な社会の
大切さについて知ることができる。
（思判表力）平和な社会の形成者として,身
近な生活の中で自分ができることを考え,他
者に伝えることができる。
（学・人）教師の話や絵本,映像などに関心
を向け,平和について自分なりの考えをもつ
ことができ,異なる意見や他者の考えを尊重
することができる。

（知・技）郷土の歴史を知り,平和な社会
の大切さについて知っている。
（思・判・表）平和な社会の形成者とし
て,身近な生活の中で自分ができることを
考え,他者に伝えている。
（主学）教師の話や絵本,映像などに関心
を向け,平和について自分なりの考えをも
ち,異なる意見や他者の考えを尊重してい
る。

地域や学校の特色に応
じた課題
「平和学習」

・絵本や映像から平和について学
ぶ
・パネル展示見学
・「平和について」話し合い,お
互いの考えを知ろう

3

（知及技）地域の施設について知ることが
できる。郷土の行事や文化について知るこ
とができる。
（思判表力）地域の施設,郷土の行事や文化
について調べたことをまとめ,意見や考えた
ことを他者に伝えることができる。
（学・人）地域の施設や郷土の文化につい
ての学習に主体的・協働的に取り組むこと
ができ,異なる意見や他者の考えを尊重する
ことができる。

（知・技）地域の施設や郷土の文化につい
て知っている。
（思・判・表）地域の施設,郷土の行事や
文化について調べたことをまとめ,考えた
ことを他者に伝えている。
（主学）地域の公共施設や郷土の文化につ
いての学習に主体的・協働的に取り組み,
異なる意見や他者の考えを尊重している。

地域や学校の特色に応
じた課題
「地域の施設」
「郷土の文化」

校外学習
・地域の施設について調べる(情
報を集める,意見をまとめる、発
表する）
・郷土の文化について調べる

5

（知及技）自分の周り（地域や学校）で働
く人の様子を知ることができ,働くことの意
義を知ることができる。
（思判表力）自らが果たすべき立場や役割
との関連を踏まえて「働くこと」を位置づ
け、多様な生き方に関する様々な情報を集
め,整理して,まとめ・表現する力を身に付
けることができる。相手の意見を聞いて自
分の考えを伝えることができる。
（学・人）探究的な学習に主体的・協働的
に取り組むとともに,互いのよさを生かしな
がら,積極的に社会に参画しようとする態度
を身に付けることができる。

（知・技）自分の周り（地域や学校）で働
く人の様子を知ることができ,働くことの
意義を知っている。
（思・判・表）自らが果たすべき立場や役
割との関連を踏まえて「働くこと」を位置
づけ,多様な生き方に関する様々な情報を
集め,整理して,まとめ・表現する力を身に
付けている。相手の意見を聞いて自分の考
えを伝えている。
（主学）探究的な学習に主体的・協働的に
取り組むとともに,互いのよさを生かしな
がら,積極的に社会に参画しようとする態
度を身に付けている。

職業や自己の将来に関
する課題
「働くことについて」
「地域や学校、自分の
周りで働く人」

・地域や学校,自分の周りで働く
人について調べる
・お互い調べたことについてまと
め,話し合う

5

（知及技）卒業後の社会生活に必要な知
識・技能を身に付けることができる。
（思判表力）卒業後の社会生活に具体的な
イメージをもち,課題を立てたり学んだこと
を表現したりすることができる。
（学・人）就業・生活体験に意欲をもって
取り組み,積極的に社会に参画しようとする
態度を身に付けることができる。

（知・技）卒業後の社会生活に必要な知
識・技能を身に付けている。
（思・判・表）卒業後の社会生活に具体的
なイメージをもち,課題を立てたり学んだ
ことを表現したりしている。
（主学）就業・生活体験に意欲をもって取
り組み,積極的に社会に参画しようとする
態度を身に付けている。

職業や自己の将来に関
する課題
「就業・生活体験」

・就業・生活体験
・事前事後学習

令和７年度

単位数
／配当時数

35

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

（知及技）探究的な学習の過程において,課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け,課題に関わる概念を形成し,探究的な学習のよさを理解でき
る。
（思判表力）実社会や実生活の中から問いを見いだし,自分で課題を立て,情報を集め,整理・分析して,まとめ・表現ができる。
（学・人）探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに,互いのよさを生かしながら,積極的に社会に参画しようとする態度を身に付ける。

教科書／副教材等

中学部２年（Ⅱ課程A）　総合的な学習の時間　年間指導計画　　

1
学
期

２
学
期



4

（知及技）交流学習等を通し,近隣中学校等
の生徒の様子を知ることができる。
（思判表力）他校の生徒や初対面の人との
自分なりの関わり方を考え,表現することが
できる。
（学・人）互いのよさを生かしながら,積極
的に他者と関わり合おうとすることができ
る。

（知・技）交流学習等を通し,近隣中学校
等の生徒の様子を知っている。
（思・判・表）他校の生徒や初対面の人と
の自分なり関わり方を考え,表現してい
る。
（主学）互いのよさを生かしながら,積極
的に他者と関わり合おうとしている。

地域や学校の特色に応
じた課題
「交流・共同学習」
「居住地校交流（希望
者のみ）」

・近隣中学校（美東中学校）との
交流
・他校との交流
・居住地校交流

３
学
期

9

（知及技）課題の解決に必要な知識及び技
能を身に付けているとともに,地域の特徴や
よさがわかり,それらが人々の努力や工夫に
よって支えられていることに気付くことが
できる。
（思判表力）仮説を立てたり,調べたりして
得た情報を基に考えたりする力を身に付け
ているとともに,考えたことをまとめ・表現
できる力を身に付けることができる。
（学・人）探求的な学習に主体的・協働的
に取り組むとともに,互いのよさを生かしな
がら,持続可能な社会を実現するための行動
の仕方を考え,自ら社会に参画しようとする
態度を養うことができる。

（知・技）課題の解決に必要な知識及び技
能を身に付けているとともに,地域の特徴
やよさがわかり,それらが人々の努力や工
夫によって支えられていることに気付いて
いる。
（思・判・表）仮説を立てたり,調べたり
して得た情報を基に考えたりする力を身に
付けているとともに,考えたことをまと
め・表現できる力を身に付けている。
（主学）探求的な学習に主体的・協働的に
取り組むとともに,互いのよさを生かしな
がら,持続可能な社会を実現するための行
動の仕方を考え,自ら社会に参画しようと
している。

地域や学校の特色に応
じた課題
「地域の中で自分たち
ができることをみつけ
よう」

・自分たちが(貢献）できること
について話し合い、実践する。

留意点
引継ぎ等

２
学
期



中学部２年（Ⅱ課程Aグループ）　特別活動　年間指導計画

担当者名

授業担当者２名

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

12

①厳粛で清新な気分を味わい、行事を節目
として新たな生活への希望や意欲につなげ
ることができる。

②教師と協力して、落ち着いて測定を受け
ることができる。

③学級や学部、生徒会の一員として集団に
参加することができる。

④事件や事故、災害等から身を守ることの
大切さを理解し、必要な行動の仕方を身に
付けることができる。

⑤夏休みの過ごし方、規則正しい生活につ
いて考えることができる。

①厳粛で清新な気分を味わい、行事を節目
として新たな生活への希望や意欲につなげ
ようとしている。

②教師と協力して、落ち着いて測定を受け
ようとしている。

③学級や学部、生徒会の一員として集団に
参加しようとしている。

④事件や事故、災害等から身を守ることの
大切さを理解し、必要な行動の仕方を身に
付けようとしている。

⑤夏休みの過ごし方、規則正しい生活につ
いて考えようとしている。

①１学期始業式

①入学式

②身体測定

③校外学習

③新入生歓迎会

③児童生徒総会

④火災避難訓練

⑤夏休みの過ごし方

①１学期終業式

①儀式のマナー（聞く態度、姿勢
等）

②身体の測定

③学級や学部、生徒会の活動を通
して、集団の一員であることを把
握する。

④避難の事前事後学習と実践

⑤生活習慣の確認や見直し

2

①自分ができることや自分の課題（頑張り
たいこと,伸ばしたいこと）について知るこ
とができる。
②現在の課題を発見し,見通しをもって自ら
が果たすべき立場や役割との関連を踏まえ
て目標達成に向けて自分の考えをまとめ・
表現ができる。
③探究的な学習に主体的・協働的に取り組
むとともに,積極的に社会に参画しようとす
る態度を身に付ける。

①自分の周り（地域や学校）で働く人の様
子を知ることができ,働くことの意義を
知っている。
②自らが果たすべき立場や役割との関連を
踏まえて「働くこと」を位置づけ,多様な
生き方に関する様々な情報を集め,整理し
て,まとめ・表現する力を身に付けてい
る。相手の意見を聞いて自分の考えを伝え
ている。
③探究的な学習に主体的・協働的に取り組
むとともに,互いのよさを生かしながら,積
極的に社会に参画しようとする態度を身に
付けている。

生徒の興味・関心に応
じた課題

「キャリアパスポート
の取組み」

・個人目標の設定（年間・学期）
・１学期の振り返り

12

①厳粛で清新な気分を味わい、行事を節目
として新たな生活への希望や意欲につなげ
ることができる。

②学級や学部、生徒会の一員として集団に
参加することができる。

③事件や事故、災害等から身を守ることの
大切さを理解し、必要な行動の仕方を身に
付けることができる。

④互いに協力をしながら、式や競技に参加
することができる。

⑤冬休みの過ごし方、規則正しい生活につ
いて考えることができる。

①厳粛で清新な気分を味わい、行事を節目
として新たな生活への希望や意欲につなげ
ようとしている。

②学級や学部、生徒会の一員として集団に
参加しようとしている。

③事件や事故、災害等から身を守ることの
大切さを理解し、必要な行動の仕方を身に
付けようとしている。

④互いに協力をしながら、式や競技に参加
することができる。

⑤冬休みの過ごし方、規則正しい生活につ
いて考えようとしている。

①２学期始業式

②児童生徒会

②校外学習（１年）
　修学旅行（２、３
年）

③地震津波避難訓練

④運動会

⑤冬休みの過ごし方

①２学期終業式

①儀式のマナー（聞く態度、姿勢
等）

②身体の測定

③学級や学部、生徒会の活動を通
して、集団の一員であることを把
握する。

④避難の事前事後学習と実践

⑤生活習慣の確認や見直し

2

①自分ができることや自分の課題（頑張り
たいこと,伸ばしたいこと）について知るこ
とができる。
②現在の課題を発見し,見通しをもって自ら
が果たすべき立場や役割との関連を踏まえ
て目標達成に向けて自分の考えをまとめ・
表現ができる。
③探究的な学習に主体的・協働的に取り組
むとともに,積極的に社会に参画しようとす
る態度を身に付ける。

①自分の周り（地域や学校）で働く人の様
子を知ることができ,働くことの意義を
知っている。
②自らが果たすべき立場や役割との関連を
踏まえて「働くこと」を位置づけ,多様な
生き方に関する様々な情報を集め,整理し
て,まとめ・表現する力を身に付けてい
る。相手の意見を聞いて自分の考えを伝え
ている。
③探究的な学習に主体的・協働的に取り組
むとともに,互いのよさを生かしながら,積
極的に社会に参画しようとする態度を身に
付けている。

生徒の興味・関心に応
じた課題

「キャリアパスポート
の取組み」

・２学期の目標設定
・２学期の振り返り

令和７年度

単位数
／配当時数

35

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうと
する自主的、実践的な態度を育てる。
(思判表力)交流及び共同学習を行ったり、地域の人々などと活動を共に共にしたりする集団活動を通して生徒の経験を広め、自己実現や社会参画
のための課題を見いだし、解決に向かって取り組むことができる。
(学･人)人間としての在り方生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養う。

・iPad,パソコン、大型テレビ等

教科書／副教材等

1
学
期

２
学
期



5

①厳粛で清新な気分を味わい、行事を節目
として新たな生活への希望や意欲につなげ
ることができる。

②学級や学部、生徒会の一員として集団に
参加することができる。

③個人目標がどれだけ達成できたか振り返
り、次の目標へつなげることができる。

①厳粛で清新な気分を味わい、行事を節目
として新たな生活への希望や意欲につなげ
ようとしている。

②学級や学部、生徒会の一員として集団に
参加しようとしている。

③個人目標がどれだけ達成できたか振り返
り、次の目標へつなげようとしている。

①３学期始業式

②児童生徒会役員選挙

②児童生徒会役員認証
式

②卒業生を送る会

③一年間の振り返り

①卒業式

①修了式

①離任式

①儀式のマナー（聞く態度、姿勢
等）

②学級や学部、生徒会の活動を通
して、集団の一員であることを把
握する。

③学級や学部での発表、儀式での
挨拶など

2

①自分ができることや自分の課題（頑張り
たいこと,伸ばしたいこと）について知るこ
とができる。
②現在の課題を発見し,見通しをもって自ら
が果たすべき立場や役割との関連を踏まえ
て目標達成に向けて自分の考えをまとめ・
表現ができる。
③探究的な学習に主体的・協働的に取り組
むとともに,積極的に社会に参画しようとす
る態度を身に付ける。

①自分の周り（地域や学校）で働く人の様
子を知ることができ,働くことの意義を
知っている。
②自らが果たすべき立場や役割との関連を
踏まえて「働くこと」を位置づけ,多様な
生き方に関する様々な情報を集め,整理し
て,まとめ・表現する力を身に付けてい
る。相手の意見を聞いて自分の考えを伝え
ている。
③探究的な学習に主体的・協働的に取り組
むとともに,互いのよさを生かしながら,積
極的に社会に参画しようとする態度を身に
付けている。

生徒の興味・関心に応
じた課題

「キャリアパスポート
の取組み」

・３学期の目標を設定
・１年間の振り返りと評価
・次年度へ向けての目標設定

留意点
引継ぎ等

３
学
期



中学部　２年（Ⅱ課程A グループ）　道徳　年間指導計画

担当者名

担当者２名

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

7

気持ちの良い挨拶、言葉遣い、動作などに心掛けて、
明るく接しようとすることができる。

気持ちの良い挨拶、言葉遣い、動作な
どに心掛けて、明るく接しようとして
いる。

礼儀 はきはきとした気持ちの良い挨拶
や言葉遣い、話の聞き方や食事の
所作などの具体的な振る舞い方を
学び、実践できるようにする。

7

生きることの素晴らしさを知り、生命を大切にするこ
とができる。

生きることの素晴らしさを知り、生命
を大切にしようとしている。

生命の尊さ 生きている証に気づき、自分の誕
生を心待ちにしていた家族の思い
や、愛情をもって育ててくれた家
族の思いを知り、生命の大切さを
学ぶ。

7

自分でできることは自分でやり、安全に気を付け、よ
く考えて行動し、節度のある生活をすることができ
る。

自分でできることは自分でやり、安全
に気を付け、よく考えて行動し、節度
のある生活をしようとしている。

節度、節制 自己評価シートの作成：生徒に自
己評価シートを作成させ、自分が
できることとできないことを洗い
出し、改善点を考える。
安全対策の学習：日常生活や緊急
時に必要な安全対策について学習
し、安全に気を付けるための行動
を確認する。

7

先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合って楽
しい学級や学校をつくることができる。

先生や学校の人々を敬愛し、みんなで
協力し合って楽しい学級や学校をつく
ろうとしている。

よりよい学校生
活、集団生活の充
実。

学級活動や学校行事において、
チームワークを意識し、協力して
取り組む。先生や職員のお手伝い
をする。例えば、教室の机や椅子
の整理、休み時間の監視、掃除な
ど。

３
学
期

7

友達と仲良くし、助け合おうとすることができる。 友達と仲良くし、助け合おうとしてい
る。

友情、信頼 友達と協力したり。助け合ったり
する中で、友達のよさを実感し、
友達と仲良くする大切さを学ぶ。

留意点
引継ぎ等

令和　７　年度

単位数
／配当時数

35

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き
方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。

1
学
期

２
学
期

「カラーモンスター」等

教科書／副教材等

・年間を通して行う。
・行事や各教科と関連づけて学習内容を設定する。（販売学習・PTAバザー・修学旅行・校外学習など）


